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内 容

出会い・ふれあい・学びあい
　北守谷公民館を会場に、親子が自由に集い楽しめる

「夢っ子まつり」が開催された(12月7日)。

　会場では、自由に遊べるゲームコーナーのほか、3つ

の子育てサークルの方たちが、親子で楽しめるリズム遊

びやリトミック、人形劇を披露。

　会場には、予想を上回る大勢の親子で賑
にぎ

わい、参加者

たちは、親子・参加者同士の交流を深めながら、楽しい

一日を過ごした。

ページ 2 市長新年のあいさつ

 ４ 平成17年度行政評価結果のお知らせ（その２）
 ６ 所得税還付及び住民税申告
 ８ 情報ひろば
 12 第22回守谷ハーフマラソン交通規制のお知らせ
 20 生涯学習コーナー
 26 みんなのひろば
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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
日
本
経
済
は
、
好
調
な
企
業
部
門
に

支
え
ら
れ
、
雇
用
・
所
得
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、

家
計
部
門
に
お
い
て
も
徐
々
に
消
費
拡
大
の
傾
向
が
見
ら

れ
、
民
間
需
要
を
中
心
と
し
た
緩
や
か
な
回
復
が
続
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
い
ま
だ
デ
フ
レ
が
継

続
し
、
地
域
間
の
回
復
力
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
な
ど
、
懸

念
要
因
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
は
希
望
の
湧わ

く
明
る

い
年
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
、
本
市
で
は
3
つ
の
『
日
本

一
』
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
1
つ
目
は
、
守
谷
高
等
学

校
女
子
剣
道
部
の
春
夏
連
覇
、
2
つ
目
は
、
8
月
24
日
に

日
本
一
の
安
全
性
を
誇
る
首
都
高
速
鉄
道
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
（
T
X
）
開
業
で
す
。
そ
し
て
３
つ
目
は
、
け
や

き
台
中
学
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
し
た
。
T
X
開
業

日
に
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
、
T
X
で
凱が
い
せ
ん旋
し
、
日
本
一

の
優
勝
旗
を
守
谷
へ
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
T
X
開
業
を
機
に
、
市
内
の
住
宅
地
の
販
売
状
況

は
好
転
し
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
開
業
か
ら
半
年
を
経
過
し
た
T
X
乗
客
数
は
順
調
に

伸
び
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
人
口
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
こ
の
T
X
効
果
を
ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
に
生
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
持
つ
可
能
性
を
力
強
く

開
花
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
だ
れ
も
が
守
谷

を
「
終つ
い

の
棲す
み
か家
」
と
し
て
望
み
、
「
住
ん
で
み
た
い
・
住

ん
で
よ
か
っ
た
・
住
み
続
け
た
い
」
と
心
か
ら
思
え
る
ま

ち
に
、
そ
し
て
守
谷
に
誇
り
を
持
て
る
、
だ
れ
も
が
ま
ち

づ
く
り
の
主
人
公
に
な
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
協
働
で
創
り
育
て
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
本
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
引
き
続
き
首
都

圏
内
外
へ
発
信
し
、
多
く
の
方
々
に
移
り
住
ん
で
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、
活
気
と
賑に
ぎ

わ

い
の
あ
る
ま
ち
へ
発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
も
次
に
掲
げ
る
3

項
目
、　

● 

子
育
て
支
援
・
教
育
・
保
健
医
療
を
重
視
し
た
ま
ち
づ

く
り

● 

市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
と
も
に

あ
ゆ
む
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

● 

も
り
や
の
顔
と
な
る
中
心
市
街
地
の
形
成
を
図
る
と
と

も
に
、
緑
の
保
全
や
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
関
連
施
策
に
比
重
を

置
い
た
行
政
運
営
を
行
な
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
で

あ
り
ま
す
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
、
市
の
目
標
と
す
る
将

来
像
『
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
』
を
実
現
す
る
た
め
、

全
力
を
傾
注
す
る

覚
悟
で
お
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆

様
の
な
お
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

守谷市長　会 田 真 一

2006年１月

『
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
』

　
　
　
　
　

実
現
に
向
け
て



永
年
勤
続
（
10
年
）

民
生
委
員

児
童
委
員
表
彰
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11
月
18
日
、
水
戸
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
24
回
茨
城
県

民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
お
い

て
、
守
谷
市
か
ら
は
８
名
の
方
が

平
成
17
年
度
茨
城
県
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰（
永
年

勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員
表
彰
）

に
輝
き
ま
し
た
。

●
受
賞
者（
左
前
列
か
ら
・
敬
称
略
）

　

 

宮み
や
の
い
り

野
入
ま
さ
子
、
岩い
わ
た田
重し
げ
お夫
、

染そ
め
や谷
桂け
い
こ子
、
横よ
こ
し
ま島
欣き
ん
ご五
、
森も
り

作さ
く

久ひ
さ
こ子
、
須す

が賀
充み
ち
こ子
、
水み
ず
お
ち落

ヱ
ツ
子
、
若わ
か
や
ま山
敦あ
つ
こ子

　１月６日、松ケ丘のウエディングヒルズアジュールにおいて、新春恒例の賀詞交換会並びに叙

勲・褒章受章者祝賀会が開催されました。

　賀詞交換会では、新年の挨
あいさつ

拶が交わされた後、今年の抱負を語り合う姿が見られました。ま

た、叙勲褒章受章者は、春秋併せて市内で16名の方が受章されました。

◆瑞宝単光章

𠮷
よしだ

田 利
とし お

夫さん
土塔新山在住
消防功労

◆藍綬褒章

中
なかむら

村 忠
ちゅういち

一さん
同地在住
社会福祉功績

◆瑞宝単光章
鈴
すずき

木 忠
ただ お

雄さん
御所ケ丘４在住
警察功労

◆瑞宝単光章

芳
は が

賀 英
えいいち

一さん
奥山本田在住
防衛功労

◆瑞宝単光章

大
おおつか

塚 正
まさたか

隆さん
岩町在住
消防功労

◆瑞宝単光章

小
こすげ

菅 恒
つねゆき 

行さん
若松町在住
消防功労 

◆瑞宝重光章

山
やまだ

田 馨
けい じ

司さん
みずき野４在住
総務庁行政事務功労

◆瑞宝小綬章

髙
たかの

野 重
しげのり

德さん
松前台７在住
運輸行政事務功労

◆瑞宝双光章

小
こばやし

林　 豊
ゆたか 

さん
松前台５在住
総務庁行政事務功労

◆瑞宝双光章

池
いけだ

田 由
よしいち

一さん
城山在住
消防功労

◆瑞宝単光章

矢
やない

内 尚
なお き

紀さん
みずき野５在住
警察功労

◆瑞宝単光章

鶴
つるまき

巻 正
まさかつ

勝さん
城山在住
消防功労

◆瑞宝中綬章

服
はっとり

部　晉
すすむ

さん
みずき野８在住
通産行政事務功労

　次の方は本人や家族のご希望によ
り、受章者名のみのご紹介とさせて
いただきます。
◆旭日単光章 相

さが ら

良泰
たいすけ

助さん（故人）
　下新田在住　地方自治功労
◆瑞宝小綬章 福

ふく い

井達
たつ じ

二さん
　久保ケ丘３在住　裁判官功労

賀詞交歓会並びに叙勲・褒章受章者祝賀会賀詞交歓会並びに叙勲・褒章受章者祝賀会賀詞交歓会並びに叙勲・褒章受章者祝賀会
○問合先　市役所秘書課秘書・広報G 内線322～324

ほう  しょうほう  しょう

◆旭日双光章

豊
とよしま

島　清
きよし

さん

大柏新田在住
地方自治功労



●問合先　市役所企画課企画・政策推進Ｇ　内線331～333
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●
事
務
事
業
評
価
の
方
法
は
？

　

事
務
事
業
と
は
、
施
策
を
実

現
す
る
た
め
の
手
段
の
こ
と
で
、

実
際
に
市
が
実
施
し
て
い
る
事

業
の
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
事
務
事
業
の
目
的
を
、

対
象（
事
務
事
業
が
働
き
掛
け

る
人
や
モ
ノ
は
何
か
）・
意
図（
対

象
を
ど
の
よ
う
な
状
態
に
し
た

い
の
か
）・
結
果（
意
図
し
た
状

態
を
さ
ら
に
何
に
結
び
つ
け
る

の
か
）
の
3
つ
に
分
け
て
記
述

し
、
そ
の
量
や
大
き
さ
を
具
体

的
な
「
指
標
」
と
し
て
設
定
し

ま
す
。 

　

そ
し
て
、
指
標
の
実
績
値
を

基
に
現
状
を
把
握
し
、
担
当
係

長
に
よ
る
1
次
評
価
、
担
当
課

長
に
よ
る
2
次
評
価
の
2
段
階

に
分
け
て
評
価
を
行
い
、
今
後

の
改
革
改
善
の
方
向
性
を
検
討

し
ま
す
。

　

改
革
改
善
の
最
終
方
針
は
、

1
・
2
次
評
価
結
果
の
ほ
か
、

経
営
方
針
や
予
算
編
成
方
針
を

参
考
に
、
成
果
向
上
に
結
び
つ

く
す
べ
て
の
可
能
性
に
つ
い
て

議
論
し
た
上
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
毎
年
繰
り
返
す
こ
と

で
、
施
策
の
実
現
、
市
の
将
来

像
実
現
の
た
め
に
効
率
よ
い
事

務
事
業
執
行
の
サ
イ
ク
ル
が
確

立
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
評
価
の
視
点
は
？

　

事
務
事
業
を
、
「
目
的
の
妥

当
性
」、「
有
効
性
」、「
効
率
性
」、

　

市
で
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進

め
る
た
め「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
に
取
り
組
み
、
市
の
仕
事

の
目
的
や
手
段
な
ど
内
容
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
の
全
施
策
と
全
事
務
事
業
に
つ
い
て
評
価
を
行
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
事
務
事
業
評
価
結
果（
16
年
度
事
業
実
績
の
評

価
）の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
行
政
評
価
結
果
の
お
知
ら
せ
（
そ
の
２
）「

公
平
性
」の
4
つ
の
視
点
か
ら
、

改
革
改
善
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

客
観
性
を
も
っ
て
評
価
し
て
い

き
ま
す
（
表
1
）。 

●
事
務
事
業
評
価
結
果
の
概
要

　

16
年
度
は
、
各
課
か
ら
主
要

な
事
務
事
業
を
抽
出
し
、
96
事

業
の
評
価
を
行
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
市
の
全
事
務
事
業
を

洗
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
数
は

7
7
4
事
業
に
上
り
ま
す
。

　

こ
の
内
、
16
年
度
に
予
算
執

行
が
な
か
っ
た
な
ど
の
12
件
を

除
外
し
、
7
6
2
の
事
務
事
業

に
つ
い
て
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
事
務
事
業
の
方

向
性
の
集
計
結
果
の
み
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
（
表
2
）。

　表１　　　　　　　　　　　　　　　事務事業評価の視点
評　価　の　視　点 具　体　的　な　考　え　方

目
的
の
妥
当
性

市の政策体系と
結びついているか？

●事務事業の目的が市の政策体系に結びついているか
●意図していることが上位施策に結びついているか

公共が関与する妥当性は？ ●なぜこの事業を市が行わなければならないのか
●税金を投入して達成する目的の事業であるか

対象・意図の
拡大・縮小余地があるか？

●事業の対象・意図は適切であるか
●対象・意図の拡大又は縮小の余地はあるか

有　

効　

性

成果の向上余地はあるか？ ●事業の成果を向上させる余地はあるか
●向上できないときは何が原因であるか

廃止・休止した場合、
成果に影響があるか？

●事業を廃止・休止したときの影響はあるか
●影響があるときの問題解決策は何か

類似事業との統廃合は可能か？ ●目的達成のために、他の方法や類似事業はないか
●他の手段があるとき、統廃合の余地はないか

効
率
性

事業費の削減余地はあるか？ ●事業の成果を下げずに、事業費を削減する方法はないか
●事業費を削減したときの影響の有無と解決策

人件費の削減余地はあるか？ ●成果を下げずに、職員の所要時間を削減できないか
●成果を下げずに、より低賃金の人間で遂行できないか

公
平
性

受益者負担を
適正化する余地はあるか？

●受益者負担と一般財源投入額が公平・公正な割合となっているか
●受益者に負担を求めることに無理のない事業であるか
●応分の負担を求めるのであれば、どの水準まで求められるか

事
務
事
業
の
評
価
結
果
概
要
に
つ
い
て

事
務
事
業
の
評
価
結
果
概
要
に
つ
い
て



●平成17年度行政評価結果のお知らせ（その２）
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評価結果の
公　　　開

　平成17年度に行った評価の詳しい内容は、市ホームページでご覧いただけるほか、市内
各公共施設の窓口で閲覧いただくことができます。
●市ホームページ http://www.city.moriya.ibaraki.jp
●閲覧施設  市役所（総合窓口課、企画課）、中央図書館、各公民館、仲町行政

サービスセンター、文化会館

■平成18年度事務事業の改革改善の方向性
　  －平成17年度事務事業評価結果に基づく－

施　策　名

改　　革　改　善　の　方　向
改革改善
する
事業数

現状で継
続する
事業数

評価した
事業数

①
廃止「◎」

①
廃止「●」

②
休止

③
目的の
絞込み

④
目的の
拡充

⑤
予算削
減

⑥
予算増
大

⑦
統廃合

⑧
やり方
の改善

⑨
活動量
の削減

⑩
受益者負担
の適正化

⑪
その他の
改革改善

①～⑪の
チェック
の数

児童福祉 1 1 1 1 2 1 1 9 2 2 21 15 17 32

高齢者福祉 1 4 7 2 2 6 2 6 30 17 7 24
介護保険 1 2 1 3 3 10 7 5 12
障害者福祉 1 1 4 6 6 38 44
保健・医療 1 1 1 2 1 11 1 18 14 29 43
社会保障 4 3 3 10 10 19 29
地域福祉 1 1 1 1 4 3 9 12
ユニバーサルデザイン 1 1 1 0 1
環境の保全 3 1 5 9 9 5 14
ごみ処理・し尿処理 1 1 2 6 10 8 6 14
公園・緑地 0 0 4 4
火葬場・墓地 1 1 1 0 1
防　災 1 2 1 1 2 1 3 1 1 13 9 16 25
防　犯 1 1 1 3 4
交通安全 1 1 1 1 4 3 6 9
公害対策 0 0 1 1
消費者行政 1 1 2 1 1 2
学校教育 2 1 4 2 3 3 1 16 12 43 55
青少年教育 1 2 1 4 4 4 8
生涯学習 1 1 3 5 10 10 27 37
社会体育 1 1 1 13 1 5 22 22 2 24
コミュニティ 2 2 4 4 4 8
地域文化の創造と保護 1 1 5 7 6 3 9
国際交流 4 5 9 5 0 5
基本的人権の尊重と同和対策 2 2 2 11 13
男女共同参画社会 2 1 1 2 6 3 0 3
土地利用 0 0 4 4
都市計画 1 1 1 4 5
都市景観 2 2 2 2 4
住宅環境 0 0 9 9
道路網の整備 3 1 1 10 2 1 18 16 22 38
上水道 1 1 3 7 4 16 16 4 20
下水道 1 1 6 5 4 17 13 5 18
つくばエクスプレスの整備 1 1 1 1 2
バス交通の充実 1 1 2 4 3 0 3
情報化の推進 1 1 1 1 2 6 6 1 7
もりやの顔となる地区の形成 2 2 1 1 6 6 1 7
農業 6 1 7 7 34 41
商工業 1 1 1 9 10
市民参加 2 2 2 1 9 1 1 18 13 4 17
行政運営 1 4 2 3 10 1 2 8 31 30 71 101
財政運営 1 1 2 3 1 8 5 23 28
広域行政 1 1 2 1 0 1
議会活動の支援 1 4 5 5 0 5
公正な選挙の執行 2 1 1 1 5 4 5 9

計 19 26 8 24 18 26 35 26 106 2 11 67 368 303 459 762

※１． 改革改善の方向は、１つの事務事業で複数項目にチェックする場合があるため、チェック数と改革改善事業数は一致しないことが
あります

※２．廃止の「◎」には、17年度をもって廃止する事務事業のほか、18年度以降廃止する方向としてチェックされたものも含みます
※３．廃止の「●」は、期限が到来した事業や単年度の事業など、市の自主的判断を伴わない廃止を指します

改革改善する
事業数は303
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竜
ケ
崎
税
務
署
で
は
、
所
得

税
の「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」

及
び
「
医
療
費
控
除
」
を
受
け
る
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン（
給
与
所
得
者
）

や
年
金
受
給
者
の
方
を
対
象
に
、

所
得
税
の
還
付
申
告
説
明
会
を

下
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
期
間
中
は
会
場
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
還
付
申
告
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

　

当
日
は
、
税
務
署
員
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
ご
自
分
で
申

告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
必
要
書
類
を
持
参
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
会
場

　

市
役
所
1
階
大
会
議
室

▼
受
付
方
法

　

 

開
始
30
分
前
か
ら
、
会
場
で

受
付

▼
問
合
先

●
竜
ケ
崎
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　

☎
0
2
9
7
―
60
―
2
0
2
9

●
市
役
所
税
務
課
市
民
税
G

　

内
線
2
0
5
〜
2
0
7

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
（
家
屋
の

新
築
や
購
入
に
掛
か
る
住
宅
ロ

ー
ン
な
ど
の
年
末
残
高
が
あ
る

場
合
に
は
、
家
屋
の
新
築
や
購

入
と
と
も
に
購
入
す
る
敷
地
の

ロ
ー
ン
な
ど
）
を
利
用
し
て
マ

イ
ホ
ー
ム
の
新
築
や
購
入
、
増

改
築
を
行
っ
た
場
合
、
一
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
入
居

し
た
年
か
ら
10
年
間
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
限
度
額
50
万

円
）
が
受
け
ら
れ
、
所
得
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
申
告
に
必
要
な
も
の

●
住
民
票
の
写
し

●
家
屋
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本

● 

請
負
契
約
書
や
売
買
契
約
書

な
ど
、
家
屋
の
取
得
価
格
が

分
か
る
書
類
の
写
し
（
敷
地

な
ど
の
購
入
に
掛
か
る
ロ
ー

ン
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
そ
の
登
記
簿
謄（
抄
）

本
や
分
譲
に
掛
か
る
契
約
書

な
ど
取
得
年
月
日
・
取
得
価

格
が
分
か
る
書
類
の
写
し
）

● 

住
宅
取
得
資
金
に
掛
か
る
借

入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

●
源
泉
徴
収
票

● 

還
付
金
の
振
込
先
金
融
機
関

名
・口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

●
筆
記
用
具
、認
め
印
、計
算
機

※ 

増
改
築
の
場
合
は
、
建
築
確

認
通
知
書
の
写
し
又
は
増
改

築
工
事
証
明
書

説明会日程表
控除の内容 期日 時　間 対　象　地　区

住宅借入金等
特別控除

（住宅ローン減税）

２／13
（月）

10：00～
けやき台、松ケ丘、
高野、みずき野、
守谷、ひがし野、
美園

13：30～
松前台、薬師台、
大井沢、御所ケ丘、
久保ケ丘、大野

医療費控除 ２／14
（火）

10：00～
13：30～ 全地区

スタート
その年の12月31日に、一定の金融機関などから、償

還期間10年以上の住宅借入金がありますか？

取得した住宅は
新築？

中古住宅の場合、木造20年以内、鉄筋・
鉄骨25年以内に建築されたものですか？

親族など特別な関係がある人からの取得
ですか？

床面積は、50m2以上ですか？

床面積の1/2以上が、自分の居住用ですか？

取得日から６か月以内に居住用として使っていますか？

その年の合計所得金額が、3,000万円以下ですか？

過去3年間に、次のいずれかの特例の適用を受けていますか？
●居住用不動産を譲渡した場合の3,000万円特別控除
●居住用不動産の買換え・交換の場合の課税の特例
●その他の特例

その年の12月31日まで、引き続き居住用として使っていま
すか？

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

住宅ローン減税の適用を受けることができます

NO

NO

YESYES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

YES

NO

NO

NO

NO

NO

NO

住宅ローン減税のフローチャート住宅ローン減税のフローチャート住宅ローン減税のフローチャート住宅ローン減税のフローチャート住宅ローン減税のフローチャート
住宅を

購入された皆さんへ

税
務
署
に
よ
る
所
得
税
還
付
申
告
説
明
会

 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
）
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昨
年
1
年
間（
平
成
17
年
1
月

1
日
〜
12
月
31
日
）
に
医
療
機

関
で
支
払
っ
た
医
療
費
か
ら
、

保
険
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額

を
差
し
引
い
た
額
が
、
10
万
円

又
は
所
得
金
額
の
５
%
の
ど
ち

ら
か
少
な
い
額
を
超
え
た
場
合
、

超
過
し
た
金
額
に
対
し
て
医
療

費
控
除（
限
度
額
2
0
0
万
円
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
内
容
に
よ
り
医
療
費

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
を
受
け

る
方
は
、
対
象
と
な
る
医
療
費

を
確
認
の
上
、
保
険
か
ら
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
が
分
か
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
医
療
費

　

 

次
の
う
ち
、
そ
の
病
状
や
指

定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お

け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
情

況
に
応
じ
て
、
一
般
的
に
支

出
さ
れ
る
水
準
を
著
し
く
超

え
な
い
部
分
の
金
額

● 

医
師
、
歯
科
医
師
に
よ
る
診

療
代
・
治
療
代

● 

治
療
・
療
養
の
た
め
の
医
薬

品
購
入
費

● 

病
院
や
診
療
所
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
指
定
介
護
老
人

福
祉
施
設
、
助
産
所
に
収
用

さ
れ
る
た
め
の
費
用

● 

治
療
の
た
め
の
あ
ん
摩
・マ
ッ

　

 

サ
ー
ジ
・
指
圧
師
・
は
り
師・

　

 

き
ゅ
う
師
・
柔
道
整
復
師
な

ど
に
よ
る
施
術
費

● 

保
健
師
や
看
護
師
、
准
看
護

師
、
特
に
依
頼
し
た
人
に
支

払
っ
た
療
養
（
在
宅
療
養
費

含
む
）
上
の
世
話
の
費
用

● 

助
産
師
に
よ
る
分ぶ
ん
べ
ん娩
の
助
介
料

▼
保
険
か
ら
の
補
て
ん
金

● 

療
養
費
、
出
産
育
児
一
時
金

（
配
偶
者
含
む
）、家
族
療
養
費
、

高
額
療
養
費
な
ど
の
給
付
金

● 

損
害
保
険
・
生
命
保
険
な
ど

に
よ
り
、
医
療
費
の
補
て
ん

　

を
受
け
る
傷
害
費
用
保
険
金・

　

 

医
療
保
険
金
・
入
院
費
給
付

金
な
ど

● 

医
療
費
の
補
て
ん
を
目
的
と

し
て
支
払
い
を
受
け
る
損
害

賠
償
金

● 

任
意
の
互
助
組
織
か
ら
医
療

費
の
補
て
ん
を
目
的
と
し
て

支
払
い
を
受
け
る
給
付
金

▼
医
療
費
に
含
ま
れ
な
い
費
用

●
医
師
や
看
護
師
に
対
す
る
謝
礼

●
美
容
整
形
や
健
康
診
断
の
費
用

● 

疾
病
予
防
や
健
康
増
進
な
ど

に
要
す
る
医
薬
品
購
入
費
用

● 

単
に
体
調
を
整
え
る
た
め
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費

● 

親
族
に
支
払
う
療
養
上
の
世

話
の
費
用

● 

治
療
を
受
け
る
た
め
に
直
接

必
要
と
し
な
い
近
視
・
遠
視

の
た
め
の
メ
ガ
ネ
や
補
聴
器

な
ど
の
購
入
費

● 

通
院
の
た
め
の
自
家
用
車
の

ガ
ソ
リ
ン
代
、
分
娩
の
た
め

実
家
に
帰
る
た
め
の
交
通
費

▼
申
告
に
必
要
な
も
の

●
源
泉
徴
収
票

● 

医
療
費
の
領
収
書（
事
前
に
計

　

算
し
て
お
く
こ
と
。
介
護
サ
ー

　

 

ビ
ス
利
用
の
場
合
は
、
所
定

の
領
収
証
な
ど
が
必
要
）

● 

保
険
か
ら
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
が
分
か
る
書
類

● 
還
付
金
の
振
込
先
金
融
機
関

名・口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

●
筆
記
用
具
、認
め
印
、計
算
機

　

市
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

年
金
所
得
者
の
所
得
税
の
還
付

申
告
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
は
除
く
）を
受
け
る
方
や
、市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
方
を
対

象
に
、申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
混
雑
す

る
申
告
期
間
前
に
、
ぜ
ひ
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
は
昨
年
ま
で
、

公
民
館
な
ど
利
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
混
雑
解
消
と
駐
車
場
の

確
保
、
職
員
の
受
付
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
、
市
役
所
（
大

会
議
室
）
に
し
ま
す
。

▼
問
合
先

　

市
役
所
税
務
課
市
民
税
G

　

内
線
２
０
５
〜
２
０
７

日　程　表
期　　日 会場・受付時間

１／30（月）
市　役　所
（大会議室）

９：00～11：00
13：30～15：30

２／７（火）

２／８（水）

２／９（木）

医　

療　

費　

控　

除

所
得
税
の
還
付
申
告
及
び
住
民
税
申
告
受
付

○竜ケ崎税務署
　●個人担当 ☎0297-60-2029
　●法人担当 ☎0297-60-2061

ホームページをご利用ください
　下記のホームページで、確定申告に
関する各種情報提供をしています。ぜ
ひご活用ください。
○関東信越国税局
　http://www.kantoshinetsu.nta.go.jp
○国税庁
　http://www.nta.go.jp
○電子申告・納税システム（イータックス）
　http://www.e-tax.nta.go.jp
　ヘルプデスク　☎0570-015901
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介
護
予
防
料
理
教
室

▼
日
時　

２
月
15
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時
▼
会
場　

中

央
公
民
館
調
理
室
▼
内
容　

バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
話
と

調
理
実
習
／
カ
ル
シ
ウ
ム
を
上

手
に
と
る
料
理
法
▼
対
象　

市

内
在
住
の
方
25
名
※
超
過
の
場

合
抽
選
▼
参
加
費　

５
０
０
円

※
材
料
費
▼
持
参
品　

エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
▼
申

込
方
法　

２
月
９
日（
木
）ま
で

に
、
電
話
又
は
窓
口
で
直
接
申

し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
介

護
福
祉
課
高
齢
福
祉
Ｇ　

内
線

１
７
２
・
１
７
３　

在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
も
り
や　

☎
48

―
２
０
９
９

人
権
相
談
所

　

人
権
に
つ
い
て
お
悩
み
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
２
日（
木
）午
後

１
時
〜
４
時
※
予
約
不
要
▼
会

場　

市
役
所
１
階
小
会
議
室
▼

子
育
て
で
お
悩
み
の
こ
と

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

土
浦
児
童
相
談
所
に
よ
る
巡

回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

０
〜
18
歳
の
児
童
に
関
す
る

相
談
を
、
児
童
福
祉
司
・
心
理

判
定
員
・
家
庭
相
談
員
が
お
受

け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
24
日（
火
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時
▼
会
場　

北

守
谷
公
民
館
第
３
会
議
室
▼
申

込
方
法　

１
月
23
日（
月
）ま
で

に
、
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
児

童
福
祉
課
内「
家
庭
児
童
相
談
室
」

☎
45
―
２
３
１
４

健
康
料
理
教
室　

　

あ
な
た
は
自
分
の
ベ
ス
ト
体

重
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

一
緒
に
調
理
実
習
を
し
て
、

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
25
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
１
時
▼
定
員　

30

名
※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
内
容

調
理
実
習（
和
風
チ
ー
ズ
ム
ー
ス
、

鶏
肉
と
根
菜
の
く
ず
煮
な
ど
）／

お
話（
市
食
生
活
改
善
推
進
員
）

▼
参
加
費　

３
５
０
円
※
調
理

実
習
・
テ
キ
ス
ト
代
。
当
日
徴

収
▼
持
参
品　

米
半
合
、
エ
プ

ロ
ン
、三
角
巾き

ん

、布
巾
▼
申
込
方

法　
１
月
19
日（
木
）ま
で
に
、電

話
又
は
窓
口
で
直
接
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先　

保

健
セ
ン
タ
ー 

☎
48
―
６
０
０
０

内
容　

人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い

る
問
題
／
金
銭
賃
借
・
借
地
・

借
家
・
境
界
・
農
地
・
登
記
問

題
／
相
続
・
親
族
・
扶
養
・
結

婚
・
戸
籍
問
題
／
児
童
生
徒
の

い
じ
め
問
題
／
そ
の
ほ
か
人
権

に
関
す
る
こ
と
▼
相
談
員　

法

務
局
担
当
官
、
人
権
擁
護
委
員

▼
費
用　

無
料

▼
問
合
先　

市
役
所
く
ら
し
の

支
援
課
人
権
・
同
和
対
策
室　

内
線
１
３
７
・
１
３
８

第
12
回
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ン
サ
ー
ト

バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ

弾
き
語
り
コ
ン
サ
ー
ト

　

今
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民

族
楽
器
で
あ
る
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ

奏
者
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
ナ
タ
ー
シ
ャ
・

グ
ジ
ー
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

　

彼
女
の
美
し
く
透
明
で
水
晶

の
よ
う
な
歌
声
と
、
哀
愁
を
帯

び
た
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
の
可
憐
な

響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、
ゲ
ス
ト

と
一
緒
に
お
茶
と
お
菓
子
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
交
流
会
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時　

１
月
21
日（
土
）開
場

午
後
１
時
30
分
／
開
演
２
時
〜

／
交
流
会
３
時
〜
▼
定
員　

先

着
１
０
０
名
▼
参
加
費　

会
員

８
０
０
円
／
非
会
員
１
０
０
０

円
▼
申
込
方
法　

電
話
又
は
窓

口
で
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
内
「
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
」
内
線
１
３
２

  

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会

　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴

を
希
望
す
る
方
は
、
当
日
、
次

の
と
お
り
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
27
日（
金
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
▼
会
場　

北

守
谷
公
民
館
第
２
会
議
室
▼
傍

聴
定
員　

５
名
※
超
過
の
場
合

抽
選
▼
内
容　

平
成
17
年
度
事

業
経
過
報
告
及
び
平
成
18
年
度

事
業
に
つ
い
て
▼
傍
聴
受
付　

午
後
１
時
20
分
〜
１
時
30
分
に
、

会
場
前
で
受
付

▼
問
合
先　

障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー　

☎
45
―
９
８
０
１

ナターシャ・グジーさん

情　報
ひろば
くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント

情報・参加・交流

仕　事

 

開　
　

催

開　
　

催

 

開　
　

催

開　　催
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期　日 時　　間 会　　場
２月１日（水） 19：30～

20：45
もりや学びの里
和室２８日（水）

15日（水）

19：30～
21：00

国際交流研修
センター

22日（水）
３月１日（水）
８日（水）
15日（水）
22日（水）
29日（水）

日 時・会 場

9 広報もりや2006.1.10

第
４
回
定
例
生
活
教
室

▼
日
時　

１
月
24
日（
火
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
会
場

取
手
市
白
山
公
民
館　

取
手

市
白
山
５
―
１
―
５
▼
テ
ー
マ

「
広
告
に
惑
わ
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
か
？　

健
康
食
品
を
購
入
す

る
と
き
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」

講
師　

宮み
や
も
と本
美み

つ

え

津
江
氏
（
社
）

日
本
広
告
審
査
機
構
▼
受
講
料

無
料
▼
申
込
方
法　

電
話
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

▼
申
込
先　

消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
取
手
分
室　

☎
０
２
９
７
―

73
―
２
６
９
２　
　

０
２
９
７

―
73
―
７
３
８
９

女
性
の
た
め
の

「
し
た
た
か
・

し
な
や
か
起
業
塾
」

　

女
性
の
感
性
を
生
か
し
た
起

業
を
応
援
す
る
た
め
、
企
業
経

営
の
専
門
家
や
起
業
経
験
者
の

方
々
を
講
師
に
迎
え
、
そ
の
知

識
を
学
ぶ
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
17
日（
金
）・
18

日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
会
場　

県
三
の
丸
庁
舎
３
階

会
議
室
Ｂ　

水
戸
市
三
の
丸
１

―
５
―
38
▼
対
象　

起
業
に
関

心
の
あ
る
県
内
在
住
の
女
性
先

着
20
名
▼
主
な
内
容　

私
の
自

己
表
現
・
新
し
い
自
分
発
見
／

女
性
起
業
家
の
条
件
と
心
構
え

／
起
業
経
験
者
の
体
験
談
／
起

業
者
を
正
し
く
理
解
す
る
▼
参

加
費　

２
０
０
０
円
▼
申
込
方

法　

２
月
10
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先 

（
社
）い
ば

ら
き
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

☎
０
２
９
―
２
２
７
―
８
３
８
３

Ｔ
Ｘ
開
通
記
念
ウ
ォ
ー
ク

▼
日
時　

２
月
19
日（
日
）午
前

９
時
〜
午
後
３
時
30
分
※
雨
天

決
行
▼
コ
ー
ス　

み
ど
り
の
駅

〜
守
谷
駅
間
13
㎞
▼
対
象　

50

〜
70
歳
代
の
方　

１
０
０
名

▼
参
加
費   

１
０
０
円（
資
料
・

保
険
代
含
む
）
※
当
日
徴
収
▼

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
２
月
４

日（
土
）必
着
で
申
し
込
む
※
１

枚
の
は
が
き
で
３
名
ま
で
申
込

可
▼
申
込
先　

〒
３
０
０
―
０

０
５
１　

土
浦
市
真
鍋
５
―
17

―
26　

県
南
地
方
総
合
事
務
所

福
祉
課
内「
県
南
は
つ
ら
つ
百
人

委
員
会
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
係
」

▼
問
合
先　

は
つ
ら
つ
百
人
委

員
会　

山
元　

☎
０
２
９
―
８

７
４
―
７
１
９
５

警
備
業
務
技
能
講
習
会

▼
日
時　

２
月
６
日（
月
）〜
10

日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
▼
会
場　

中
央
公
民
館
美

術
室
及
び
市
役
所
小
会
議
室
▼

対
象　

市
内
・
近
隣
市
町
村
在

住
で
、
就
職
を
希
望
す
る
55
〜

64
歳
の
方　

30
名
※
超
過
の
場

合
抽
選
▼
受
講
料　

無
料
▼
申

込
方
法  

往
復
は
が
き
に
住
所・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
１
月
25
日（
水
）ま

で
に
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先 

（
社
）守
谷

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒
３
０
２
―
０
１
０
９　

守
谷

市
本
町
６
２
２
―
２　

☎
48
―

８
５
９
１

ち
び
っ
こ
探
険
学
校

ヨ
ロ
ン
島 

30
周
年
記
念

　

ち
び
っ
こ
探
険
学
校
で
、
全

国
か
ら
参
加
す
る
日
本
人
小
学

生
と
在
日
外
国
人
の
友
達
に
よ

る
共
同
生
活
や
、
イ
カ
ダ
作

り
・
島
内
ハ
イ
ク
な
ど
の
野
外

活
動
を
と
お
し
て
、
国
際
交
流

を
図
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
間　

３
月
28
日（
火
）〜
４

月
４
日（
火
）７
泊
８
日
▼
場
所

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町
▼
対

象　

小
学
２
〜
６
年
生　

先
着

４
０
０
名
▼
申
込
締
切
り　

３

月
７
日（
火
）
※
参
加
申
込
書

は
本
会
ま
で
請
求

▼
問
合
先　

（
財
）国
際
青
少

年
研
修
協
会　

〒
１
６
０
―
０

０
０
４　

東
京
都
新
宿
区
四
谷

２
―
11
大
村
ビ
ル
３
Ｆ　

☎
03

―
３
３
５
９
―
８
４
２
１

外国人のための
ボランティア日本語講座
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２
月
10
日（
金
）

献
血
に
ご
協
力
を
！

　

あ
な
た
の
善
意
が
、
尊
い
命

を
救
う
力
と
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
10
日（
金
）午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
※

昼
休
み
も
実
施
▼
会
場　

市
役

所
大
会
議
室
▼
主
催　

守
谷
市

／
守
谷
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

／（
社
）竜
ヶ
崎
法
人
会
守
谷
地

区
会

▼
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
48
―
６
０
０
０　

県
民
交
通
災
害
共
済

２
月
１
日（
水
）受
付
開
始

　

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
大

人
１
人
９
０
０
円
（
中
学
生
以

下
５
０
０
円
）
と
い
う
少
額
の

掛
金
で
、
交
通
事
故
の
際
に
最

高
１
０
０
万
円
の
見
舞
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
共
済
制

度
で
す
。
共
済
期
間
は
１
年
間

で
、
平
成
17
年
度
分
は
３
月
31

日
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
（
共
済
期
間
は

４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31

日
）の
共
済
に
加
入
を
希
望
す

る
方
は
、
２
月
１
日（
水
）か
ら
、

次
の
と
お
り
手
続
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　

平
成
17
年
度
の

会
員
証
又
は
必
要
事
項
を
記
入

し
た
県
民
交
通
災
害
共
済
申
込

書
（
各
戸
配
布
）
を
持
参
し
、

掛
金
を
添
え
て
、
窓
口
で
直
接

申
し
込
む
※
出
張
受
付
は
左
表

の
と
お
り

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
交
通
・
防
犯
Ｇ

内
線
１
３
４
・
１
３
５

指
名
願
追
加
受
付

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
市
発

注
の
工
事
、
調
査
・
測
量
・
設

計
業
務
、
物
品
納
入
な
ど
を
希

望
す
る
業
者（
方
）の
指
名
願
の

追
加
受
付
を
行
い
ま
す
（
平
成

17
年
度
に
提
出
し
た
場
合
は
提

出
不
要
）。

▼
提
出
書
類　

国
土
交
通
省
様

式
又
は
統
一
様
式（
日
本
法
令
様

式
）／
市
が
必
要
と
す
る
書
類

（
書
類
一
覧
表
は
窓
口
で
配
布
、

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

※
建
設
工
事
の
場
合
は
、
建
設

業
法
第
27
条
の
23
（
経
営
事
項

審
査
申
請
）
に
基
づ
く
経
営
事

項
審
査
を
受
け
、
該
当
結
果
通

知
の
写
し
を
必
ず
添
付
▼
受
付

期
間　

２
月
１
日（
水
）〜
14
日

（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

▼
問
合
先　

市
役
所
財
政
課
管

財
契
約
Ｇ　

☎
45
―
１
７
９
５

自
動
車
税
は

簡
単
便
利
な
口
座
振
替
で

　

自
動
車
税
の
納
税
は
、
電
気

や
ガ
ス
料
金
の
支
払
と
同
じ
よ

う
に
、
口
座
振
替
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
税

に
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
は
、
２
月
末
日
ま
で

に
県
内
金
融
機
関（
郵
便
局
除
く
）

窓
口
へ
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

稲
敷
県
税
事
務
所

収
税
課　

☎
０
２
９
―
８
９
２

―
６
１
１
５

義
援
金
・
救
援
金
の
ご
報
告

　

昨
年
は
、
大
規
模
な
災
害
・

地
震
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
お
気
持

ち
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
次
の

と
お
り
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
義
援
金
・
救
援
金

は
、
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支

部
を
と
お
し
て
、
各
被
災
地
に

支
援
し
ま
し
た
。
ご
支
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

● 

福
岡
県
西
方
沖
地
震
救
援
金

　

 

み
ず
き
野
町
内
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部 

１
２
４
１
円

● 

宮
崎
県
台
風
14
号
被
害
義
援
金  

　

 

募
金
箱
（
市
役
所
、
中
央
図

書
館
、
各
公
民
館
）

１
万
４
３
２
５
円

● 

米
国
ハ
リ
ケ
ー
ン
救
援
金  

　

 

み
ず
き
野
町
内
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部 

６
０
０
０
円

● 

パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
災
害

救
援
金

•
常
総
陶
芸
研
究
会

 

１
万
３
１
０
円

•
中
村
運
輸（
株
）

 

１
万
６
０
０
０
円

• 

み
ず
き
野
町
内
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部 

４
万
４
６
０
円

•
募
金
箱 

１
万
５
４
４
７
円

▼
問
合
先　

市
役
所
社
会
福
祉

課
社
会
福
祉
Ｇ　

内
線
１
６
２

米
・
麦
・
大
豆
生
産
者
へ
の

国
の
助
成
制
度
変
更

　

米
・
麦
・
大
豆
の
生
産
者
に
対

す
る
助
成
制
度
は
、
平
成
19
年

産
か
ら
、
対
象
者
を
担
い
手
に

限
定
し
た
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
農
家
で
も
、

経
営
規
模
を
拡
大
し
た
り
、
集

落
営
農
組
織
の
一
員
と
な
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

▼
対
象　

①
経
営
規
模
が
原
則

４
ha
（
地
域
に
よ
っ
て
は
概お

お
む

ね

2.6 

ha
）
以
上
の
認
定
農
業
者
②

経
営
規
模
が
原
則
20 

ha
（
地
域

に
よ
っ
て
は
７
ha
ま
で
緩
和
）

以
上
の
集
落
営
農
組
織
▼
助
成

内
容　

①
麦
・
大
豆
の
過
去
の

生
産
実
績
や
当
該
年
の
数
量
な

ど
に
基
づ
く
助
成
②
米
・
麦
・

大
豆
の
価
格
変
動
に
よ
る
収
入

減
を
補
て
ん
す
る
助
成

▼
問
合
先　

市
役
所
経
済
課　

内
線
２
６
４　

県
農
業
改
革
推

進
室　

☎
０
２
９
―
３
０
１
―

３
８
２
８

分けているのは

Heartです

期 日 会場・時間

２/24
（金）

文化会館
9：30～11：30
高野公民館

13：30～15：30

２/27
（月）

郷州公民館
9：30～11：30

仲町行政サービスセンター
13：30～15：30

出張受付日程表

お知らせ

 
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

 
お
知
ら
せ



ひとり親家庭の小学校新入学児童の方へひとり親家庭の小学校新入学児童の方へ

入学祝品を贈呈します入学祝品を贈呈します

ひとり親家庭の小学校新入学児童の方へひとり親家庭の小学校新入学児童の方へ

入学祝品を贈呈します入学祝品を贈呈します

ひとり親家庭の小学校新入学児童の方へ

入学祝品を贈呈します
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国
道
２
９
４
号
舗
装
工
事

　

国
道
２
９
４
号
舗
装
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
は
渋
滞
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
れ
あ
い
道

路
へ
の
迂う

 
か
い回
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
期
限　

３
月
15
日（
水
）

▼
工
事
箇
所　

下
図
の
と
お
り

▼
施
工
業
者　

松
丸
工
業（
株
）

☎
48
―
０
４
３
１　

▼
問
合
先　

竜
ヶ
崎
土
木
事
務
所

道
路
整
備
第
二
課　

☎
０
２
９
７

―
65
―
３
４
１
１

第
10
回

わ
く
わ
く
美
術
展
作
品

　

県
と
社
会
福
祉
法
人
茨
城
県

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
美
術
展
の
出

展
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、

工
芸
・
彫
刻
、
書
、
写
真
▼
応

募
資
格　

県
内
在
住
の
昭
和
22

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
※
平
成
19
年

３
月
31
日
現
在
で
、
満
60
歳
以

上
の
方
▼
出
展
料　

２
０
０
０

円
※
茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー

事
業
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
は
無
料

▼
応
募
方
法　

出
展
希
望
者
は
、

出
展
申
込
票
を
郵
便
で
、
請
求

先
に
請
求
。
そ
の
際
、封
筒
の
表

に
出
展
部
門
を
記
入
し
、「
出
展

申
込
票
請
求
」
と
明
記
し
、
80

円
切
手
を
貼ち

ょ
う
ふ付
し
宛
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
※
後

日
、
出
展
申
込
票（
３
枚
複
写
）

を
返
信
▼
請
求
先　

〒
３
１
０

―
０
８
５
１　

水
戸
市
千
波
町

１
９
１
８　

県
総
合
福
祉
会
館

内
（
社
福
）県
社
会
福
祉
協
議
会

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
「
わ

く
わ
く
美
術
展
」
係

●
作
品
搬
入　

▼
期
間
・
時
間

１
月
22
日（
日
）〜
24
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
▼
場
所

県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
本
館

裏
搬
入
口 

水
戸
市
千
波
町
東

久
保
６
９
７
▼
搬
入
方
法　

出

展
作
品
に
出
展
申
込
票
及
び
出

展
作
品
票
を
添
え
て
搬
入

●
美
術
展　

▼
期
間　

２
月
25

日（
土
）〜
３
月
６
日（
月
）
▼

会
場　

県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ

ー
美
術
展
示
室
及
び
分
館　

▼
問
合
先
（
社
福
）県
社
会
福
祉

協
議
会
茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー 

☎
０
２
９
―
２
４
３
―
８
９
８
９

県
立
三
和
産
業
技
術

専
門
学
院

▼
訓
練
科
・
定
員　

板
金
科　

10
名
▼
訓
練
内
容　

制
作
図
面

に
従
い
板
金
加
工
・
溶
接
技
術

（
ガ
ス
・
ア
ー
ク
・
半
自
動
）

な
ど
に
よ
り
、
板
金
製
品
の
製

作
が
で
き
る
程
度
の
基
本
的
な

知
識
技
能
を
学
ぶ
（
１
年
間
）

▼
応
募
資
格　

中
学
卒
業
（
見

込
み
含
む
）の
方
▼
試
験
日　

３
月
７
日（
火
）※
国
語
、
数

学
、
面
接
▼
合
格
発
表　

３
月

14
日（
火
）▼
提
出
書
類　

入
学

願
書
、
調
査
書
、
健
康
診
断
書

（
過
年
度
卒
の
み
）
▼
申
込
期

間　

１
月
27
日（
金
）〜
２
月
28

日（
火
）　

▼
申
込
・
問
合
先　

県
立
三
和

産
業
技
術
専
門
学
院　

〒
３
０

６
―
０
１
２
６　

古
河
市
諸
川

１
８
４
４　

☎
０
２
８
０
―
76

―
０
０
４
９

県
立
水
戸
南
高
校
通
信
制

　

毎
日
通
学
で
き
な
い
方
で
も

学
べ
る
通
信
制（
単
位
制
）で
す
。

　

こ
の
通
信
制
で
は
、
前
の
高

校
で
習
得
し
た
単
位
を
生
か
せ

ま
す
。
幅
広
い
年
代
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

一
般
入
学　

３

月
15
日
（
水
）〜
28
日
（
火
）／

編
・
転
入
学　

２
月
17
日（
金
）

〜
24
日
（
金
）
※
土
・
日
曜
日

及
び
祝
日
を
除
く
、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
▼
必
要
書
類　

直

接
来
校
、又
は
郵
送
で
請
求（
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
及
び
「
通
信
制
○
○
入
学

書
類
（
○
に
は
一
般
・
編
・
転

の
い
ず
れ
か
を
記
入
）
請
求
」

と
記
入
し
た
用
紙
、
１
４
０
円

分
切
手
を
同
封
▼
申
込
方
法 

直
接
窓
口
で
申
し
込
む

▼
問
合
先　

県
立
水
戸
南
高
校

〒
３
１
０
―
０
８
０
４　

水
戸

市
白
梅
２
―
10
―
10　

☎
０
２

９
―
２
４
７
―
４
２
８
４

 （社）茨城県母子寡婦福祉連合会では、ひと

り親家庭（母子・父子家庭）のお子さんで、平

成18年４月に小学校に入学されるお子さんに、

入学祝品（学用品）を差し上げます。

　希望する保護者の方は、１月31日（火）ま

でに、市役所児童福祉課児童健全育成Ｇ（内

線152・153）へ、お子さんの住所・氏名・性

別・保護者名を申し出てください。

▼問合先  （ 社）茨城県母子寡婦福祉連合会

☎029－221－7505

工事箇所

至
水
海
道

至
取
手

至秋葉原

至つくば

コンビニ

守谷地区
交番

ほっか
ほっか亭

北園
長妻
ホンダ

守谷整形
外科

大解寺ココス

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

守
谷
駅

原
国道294号

お知らせ ・ 開　催

 

募　
　

集

募　
　

集

 

募　
　

集



つくばエクスプレス

至常総市

至常総市

　至
常総市・
坂東市

サンテラス守谷

至伊奈町

ジョイフル

至取手市
坂東市方面う回路

第22回ハーフマラソン大会の開催に伴い、交通規制が実施されます。
大変ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。

●実 施 日　２月５日（日）
●規制時間　午前９時10分～午後０時30分
●問 合 先　市役所生涯学習課内
　　　　　　「守谷ハーフマラソン事務局」
　　　　　　内線273

◎
市
役
所
（
総
合
窓
口
課
）

　

 

日
曜
開
庁
業
務
は
、
午
後
２

時
か
ら
５
時
ま
で
で
す
。

▼
問
合
先

　

市
役
所
総
合
窓
口
課

　

内
線
１
１
１

◎
中
央
図
書
館

　

 

開
館
時
間
は
、
午
後
２
時
か

ら
６
時
ま
で
で
す
。

▼
問
合
先

　

中
央
図
書
館

　

☎
45 

|
１
０
０
０

◎
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

や
ま
ゆ
り
号
・
路
線
バ
ス

　

 

　

 

や
ま
ゆ
り
号
は
、
午
後
１
時

ま
で
運
休
し
ま
す
。

　

 

路
線
バ
ス
は
「
守
谷
駅
西
口

　

新
守
谷
駅
」
ル
ー
ト
で
一

部
運
休
し
ま
す
。

▼
問
合
先

•
関
東
鉄
道（
株
）水
海
道
営
業
所

　

☎
22 

|
０
４
５
２

• 

市
役
所
企
画
課
企
画
・
政
策

推
進
G

　

内
線
３
３
４

２
月
５
日（
日
）の

開
館
・
運
行
時
間

⇔
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　アーカスに招
しょうへい

聘されたアーティスト５名は、無事守谷での滞在制作を終了し、12月
に帰郷しました。滞在中は、制作の場面のみならず、生活の場面でも守谷に大変お世
話になりました。

…オープンスタジオ中は、アーカスフレンズによるスタジオ案内やカフェサービスの提供も…

ご来場
　ありがとうございました オオープンスタジオ大盛況！オープンスタジオ大盛況！オープンスタジオ大盛況！

13 広報もりや2006.1.10

ARCUS Artist in Residence -IBARAKI- ●問合先　アーカススタジオ（9:15～18:00、日・月休）
　守谷市板戸井2418もりや学びの里内　☎　 46-2600
　E-mail　info@arcus-project.com
　URL　　http://www.arcus-project.comアーカスプロジェクト2005アーカスプロジェクト2005アーカスプロジェクト2005

　普段は仕事場として使っていたもりや学びの里
の教室を公開し、アーティストが滞在中に実験し
た試作品、生活の中で見たこと・考えたことなど
をあらわした作品を一挙に発表するオープンスタ
ジオは、ＮＨＫテレビ「おはよう日本」でも紹介
されました。おかげさまで、12月３日から11日の
９日間に、市内外から大勢の方にご来場いただき、
昨年の1.5倍の来場者数になりました。
　オープンスタジオでは、オソリオさん（アメ
リカ）は和紙にミシンをかけて日本の風景を描き、
チェンさん（台湾）は日本のお菓子箱を切り抜い

て唇の形に並べ、アヤツさん（パキスタン）は皆
さんに落書きしてもらった自画像約200枚を部屋
いっぱいに展示、ヘルナンデスさん（メキシコ）は
路上観察中に独特の視点で撮影した写真を紹介、
藤井さん（日本）は中学生を撮影して16台のモニ
ターで一斉に上映。どの作品も、守谷での５か月
間があったからこそ実現したものばかりです。
　一旦帰郷したアーティストたちは、また次の活
動の場を目指して旅を続けます。守谷から世界へ、
そして世界からまた守谷のことを振り返ることで
しょう。

▲ 「カフェ」準備では、クッキーの包装も
一工夫

▶ 

来
場
者
の
方
に
は
、
心
を
込
め
て
コ
ー

ヒ
ー
を
入
れ
ま
し
た

◀ 

来
場
者
の
方
に
作
品
を
、
一
つ
ひ
と
つ

解
説

◀ 

ア
ヤ
ツ
・
ジ
ョ
キ
オ
さ
ん
の
ス
タ
ジ

オ
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
た
自
画
像

に
見
入
る
来
場
者

▶ 

キ
ッ
ズ
デ
イ
に
は
、
郷
州
小
学
校
・

高
野
小
学
校
の
児
童
が
オ
ー
プ
ン
ス

タ
ジ
オ
を
見
学

アーカスのアーティスト ５名

守谷でお世話になりました守谷でお世話になりました守谷でお世話になりました
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●問合先　市役所介護福祉課介護保険G　☎45-1744（直通）

おしえて！介護保険

前回に引き続き前回に引き続き

介護保険介護保険の新制度について
　　　　　　　　　  ご説明します

前回に引き続き

　地域包括支援センターは、市町村が事務局となり、高齢者の統合的な支援の拠点として設置されます。
センターでは、社会福祉士・主任ケアマネージャー・保健師などが中心となり、介護予防に関する包
括的・継続的ケアマネジメントを行います。
地域包括支援センターの主な事業
■介護予防に関する事業（介護予防事業）
■地域の高齢者への総合的支援（包括的支援事業）
　介護予防ケアマネジメント、総合相談・支援、

　地域のケアマネージャー支援、権利擁護、
　虐待早期発見・防止
■地域によるさまざまな事業（任意事業）
　 介護給付費適正化や家族介護支援、成年後見制度利用
支援など、必要に応じて行う

介護予防の拠点　地域包括支援センター

旧
制
度

新
制
度

要介護認定の
非該当者

要支援 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

介護の必要な
い虚弱高齢者、
要介護認定の
被該当者

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

介護保険の対象
者にならないが、
生活機能が低下
している虚弱高
齢者

【要支援１・２】
社会福祉士、主任ケアマネージャー、保健
師により、アセスメントを行う。本人・家
族も交え、「本人が望む、どのような生活
が実現できるか」を、サービス担当者を含
め検討
【地域支援事業】
地域における健康作りや、げんき館・出前
サロンなど、介護保険以外のさまざまな
サービスを、本人・家族を交え検討

介護保険の対象
者（ただし、要介
護状態が軽く、
生活機能の改善
の可能性が高い
人など

介護保険のサービスによって、生活機能の維持
改善を図ることが適切な人

地域包括支援センターで一定期間後に効果を評価 これまでどおり、
一定期間ごとに要介護認定を更新

これまでどおり、居宅介護支援事業所のケアマ
ネージャーによるアセスメントを行い、利用者
の心身の状態や環境・生活歴などを把握し、課
題を分析

サービス担当者との話し合いを行う。本人の力
を引き出せるようなサービスを利用者・家族と
サービス担当者で検討

地域包括支援センター

地域包括支援センター
運営協議会

包括的支援事業の円滑な実
施、センターの中立性・公
平性確保の観点から、「地
域包括支援センター運営協
議会」が運営に関わる



国 民
年 金
●問合先
　土浦社会保険事務所　☎029-822-3940　市役所国保年金課保険年金G　内線103・104
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新成人新成人のの皆さんへ皆さんへ
20歳になったら20歳になったら国民年金国民年金にに加入加入しましょしましょうう

　日本人の平均寿命は、およそ80年。日本は世界一の長寿国です。言い換

えれば、「老後」が世界で一番長いと言えます。

　老後の生活を充実した実り豊かなものにするためには、経済的な生活の

安定が欠かせません。老後の生活を保障し、私たちの暮らしを支えてくれ

るのが、公的年金制度である国民年金制度なのです。

　また、国民年金制度は、思わぬけが・病気で障害になったときや、一家

の働き手を失ったときにも、年金を給付することになっています。老後の、

そしていざというときの私たちの生活を支えてくれる国民年金に加入し、

不安のない生活を送りたいものです。

　20歳以上60歳未満で、日本に住んでいる方は、国民年金に加入することが義務付けられています。
国民年金の被保険者は、職業などによって次の3種類に分けられます。

国民年金の種類は？

学生などで収入がなく、保険料が納付できない場合は?
　学生であるなど、収入が少ないために保険料を
納付できない場合は、申請により保険料納付が猶
予又は免除される制度があります。

●学生納付特例制度

●若年者納付猶予制度

●保険料免除（半額・全額）
　この申請を行わないまま、保険料が未納となっ
ていると、万一のときに障害者年金が受け取れな
いなど、思わぬ事態を招きますので、ご注意くだ
さい。

　なお、申請手続については、市役所国保年金課
又は土浦社会保険事務所までお問い合わせください。

月々の保険料は？
月額…13,580円（平成17年度価格）
※ 保険料は物価や賃金の伸びによって金額が決ま
ります

加入手続は?

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

厚生年金や共済組合に加入して

いない20歳以上60歳未満の

農業、自営業などの方や学生

厚生年金や共済組合に加入

している方

会社員、公務員など第2号

被保険者の被扶養配偶者で、

20歳以上60歳未満の方

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

住民登録をしている市町村

の国民年金窓口

厚生年金保険などの加入手

続に合わせて行うため、個

別の手続は不要

配偶者の勤務先などを経由

して行う

※20歳の加入手続は、誕生月末（1日生まれの方は誕生月の前月）までにお願いします
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●
縦
割
班
活
動
「
郷
州
キ
ッ
ズ
」

　

郷
州
キ
ッ
ズ
は
、
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
全
校
児
童
を
40
班
に
分
け
、
年

間
を
と
お
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
春
は
、

近
く
の
公
園
に
行
き
、
班
毎
に
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
秋

の
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
郷
州
で
は
、
班
毎
に
焼
き
い

も
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
冬
は
、
長
な
わ

と
び
大
会
も
行
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通

じ
て
、
年
上
へ
の
尊
敬
・
年
下
へ
の
優
し

さ
や
思
い
や
り
の
心
が
育
つ
と
考
え
ま
す
。

●
あ
い
さ
つ
運
動

　

県
の「
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」

事
業
を
受
け
て
、
全
学
年
で
あ
い
さ
つ
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
日
、
ク
ラ
ス

毎
に
門
や
昇
降
口
前
に
並
ん
で
、
大
き
な

声
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
児
童
も
元
気
に
あ

「
夢
と
生
き
る
力
を
育
む

   

心
豊
か
な
児
童
の
育
成
」
を
目
指
し
て

「
夢
と
生
き
る
力
を
育
む

   

心
豊
か
な
児
童
の
育
成
」
を
目
指
し
て

郷
州
小
学
校
・
教
育
活
動
の
紹
介

目指す
児童像

●
か
し
こ
く

●
な
か
よ
く

●
た
く
ま
し
く

●問合先　市役所指導室 内線275・276　児童福祉課 内線153・154

▲縦割り班活動「キッズ遊び」

い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
少
人
数
・
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
指
導

　

学
校
５
日
制
に
よ
り
学
力
低
下
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
中
、
基
礎
基
本
の
定
着
を
図

る
た
め
に
、
少
人
数
指
導
や
Ｔ
Ｔ
・
習
熟

度
別
学
習
な
ど
、
多
様
な
学
習
形
態
を
取

り
入
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
き
め
細
か
い
指
導
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

●
た
の
し
い
英
会
話

　

今
年
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
マ
ラ
イ
ア
・
サ
マ
ー

先
生
の
も
と
、
英
語
教
室
か
ら
は
、
毎
日

の
よ
う
に
明
る
い
英
語
に
よ
る
歌
や
身
近

な
も
の
の
英
単
語
が
聞
こ
え
、
ゲ
ー
ム
な

ど
の
活
動
を
し
な
が
ら
、
児
童
た
ち
は
楽

し
そ
う
に
学
習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

週
１
回
親
子
英
会
話
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
子
ど
も
の
居
場
所
「
郷
州
寺
子
屋
」

　

郷
州
寺
子
屋
も
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
26
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

得
て
、
１
７
８
名
の
子
ど
も
た
ち
が
、
毎

週
木
曜
日
の
放
課
後
、
元
気
に
外
遊
び
や

各
種
の
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
州
寺
子
屋
が
待
ち
遠
し

く
て
た
ま
ら
な
い
よ
う
で
す
。

●
地
域
で
支
え
る
学
校
づ
く
り
事
業

　

本
校
は
、
今
年
度
か
ら
２
年
間
、
県
教

育
委
員
会
の
「
地
域
で
支
え
る
学
校
づ
く

り
事
業
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
及
び
県

の
出
先
機
関
の
専
門
性
や
特
技
を
、
教
科

指
導
は
も
と
よ
り
、
学
校
運
営
全
般
に
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
学
校
運
営

を
活
性
化
し
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
一

層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
30
名
の
方
が
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
、
全
学
年
に
お

い
て
ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

活
動
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
名
が
、

学
校
と
外
部
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
と
の

関
わ
り
の
ほ
か
に
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
校
舎
内
の
廊
下
や
階
段
の
掲
示

物
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

●
集
団
下
校
の
徹
底

　

本
校
は
、
一
週
間
を
と
お
し
て
、
ブ
ロ

ッ
ク
、
又
は
全
児
童
に
よ
る
集
団
下
校
を

行
っ
て
い
ま
す
。
１
年
生
に
つ
い
て
は
、

４
時
間
授
業
を
な
く
し
、
５
時
間
ま
で
授

業
を
行
い
、
全
学
年
で
集
団
下
校
を
す
る

な
ど
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

● 

児
童
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
具
体

的
指
導

　

危
機
管
理
の
視
点
か
ら
、
児
童
の
安
全

に
関
し
て
は
、
全
職
員
の
共
通
理
解
の
も

と
、
ビ
デ
オ
の
活
用
や
教
師
に
よ
る
寸
劇

な
ど
、
臨
場
感
の
あ
る
具
体
的
な
指
導
を

心
掛
け
て
、
子
ど
も
た
ち
に
訴
え
続
け
、

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

● 

保
護
者
に
よ
る
下
校
時
の
立
り
っ
し
ょ
う哨（
見
守
り
）

指
導

　

毎
日
、
学
年
毎
の
下
校
時
間
帯
に
合
わ

せ
て
、
保
護
者
に
よ
る
危
険
箇
所
で
の
立

哨
を
兼
ね
た
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
陰
様
で
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
安

全
に
下
校
し
て
い
ま
す
。

▲ 和太鼓体験（地域で支える学校
づくり事業）

▲不審者対策（教師による寸劇）

思
い
や
り
が
あ
り
感
謝
で
き
る
子
ど
も

地
域
と
共
に
育
つ
学
校

児
童
の
安
全
確
保

自
ら
学
習
に
励
む
子
ど
も
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　４月１日から、麻しん予防接種・風しん予防接種が、麻しん風しん混合ワクチン

（ＭＲワクチン）接種に変わります。

　現在、１歳から７歳６か月未満のお子さんで、麻しん予防接種・風しん予防接種を

未接種の方は、市内予防接種協力医療機関でよく相談し、平成18年３月31日までに両

方の予防接種を済ませましょう。

子育て支援
センターからの
お知らせ

●問合先
　子育て支援センター事務局
　「夢っ子ひろば」
　北園保育所　☎45-2462

１水　リ１・２歳～　ま０～１歳６か月
２木　ア６～11か月　楽１歳　保子育て教室　おま
３金　夢０～１歳６か月　みま郷
６月　夢み中
７火　ね２歳～　楽２歳～　夢ま
８水　ま０～１歳６か月　保３～４か月児健診 夢
９木　ア１歳　楽１歳　保３歳児健診　おま
10金　夢０～１歳６か月　保１歳６か月児健診　みまロ
13月　夢み高
14火　ね１歳　楽２歳～　保育児健康相談会　夢ま
15水　ま０～１歳６か月　夢
16木　ア２歳～　楽１歳　おま
17金　夢０～１歳11か月　みま久
20月　夢み
21火　なね０歳　楽２歳～　夢ま
22水　ま０～１歳６か月　保３～４か月児健診　夢
23木　ア６～11か月　楽１歳　保３歳児健診　おま
24金　夢０～１歳６か月　保１歳６か月児検診　みまロ
　　　夢ねア３月分予約受付開始10：00～
27月　保離乳食教室　夢み北
28火　楽２歳～　保ＢＣＧ　夢ま

２月の子育てカレンダー２月の子育てカレンダー２月の子育てカレンダー

●教育・子育て支援情報

夢っ子ひろば（北園保育所 ☎45-2462）
夢 夢っ子ひろば（室内自由解放）９：30～15：30
み 子育て広場みずきの（郷州小学校）10：00～15：00
お 子育て広場おおがしわ（大柏生活改善センター）
　　10：00～15：00
ま 子育て広場まなびの里（もりや学びの里）10：00～15：00
中 子育て広場中央（中央公民館）10:00～11:30
ロ  子育て広場ログハウス（国際交流研修センター）
　　10：00～11：30
久 子育て広場久保ケ丘（文化会館）10：00～11：30
北 子育て広場北守谷（北守谷公民館）10：00～/13：00～
郷 子育て広場郷州（郷州公民館）10：00～11：30
高 子育て広場高野（高野公民館）10：00～/13：00～
な なかよくあそぼう10：00～11：00 ★要予約
リ リトミック10:00～/11:00～ ★要予約

ねっこ（まつやま保育園 ☎45-8828）
ね ねっこ（親子活動）９：30～★要予約

アビエス（わかばのもり保育園 ☎48-1735）
ア アビエス（親子活動）10：30～★要予約

児童館（☎45-2278）
楽 親子で楽しもう（親子活動）11：00～11：40

保健センター（☎48-6000）
保 保健センター事業

麻しん・風しんの予防接種は

お済みですか？

麻しん・風しんの予防接種は

お済みですか？
麻しん・風しんの予防接種は

お済みですか？
麻しん・風しんの予防接種は

お済みですか？

【４月１日以降は…】
  MRワクチン　第１期　１～２歳未満に１回
   　　　　　　第２期　第１期終了者で５～７歳未満に１回（幼稚園年長児相当）
▶２歳以上の方
　　⇒未接種の場合、任意接種となり有料となります。主治医にご相談ください
▶麻しん又は風しん予防接種の片方のみ済んでいる方
　　⇒ＭＲ混合ワクチンを用いての１・２期の対象外になります
▶麻しん・風しんの両方の予防接種が済んでいる方
　　⇒１・２期の接種の必要はありません
●問合先　保健センター　☎48-6000

対 象 者
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守守谷市民活動支援センター守谷市民活動支援センター

市民活動  サロン市民活動  サロン市民活動  サロン
守谷市民活動支援センター

   問合先　守谷市民活動支援センター　 　  46-3370●

　平成14年12月に守谷市民活動支援センターが
開館して以来、総入館者数が3,000人に達しまし
た（11月19日）。
　当日の会議（守谷市民活動交流会）に出席の
ため、センターを訪れた「朗読ボランティア　
コスモス」の中江資子さんが、見事3,000人目に
なり「ビックリしました！　今後も大いにセン
ターを利用させていただきたいと思います」と
語っていました。

▲ 守谷市民活動交流会メンバーの祝福を受けながら、
センター長から記念品を手渡される中江さん

    市民活動支援セミナー

入館者3,000人に！
   市民活動支援セミナー

入館者3,000人に！

　市の市民活動団体の実情を調査把握し、今後の活動団体への支援及び「協働によるまちづくり」な
どへの有効な参考資料とするために、アンケート調査を実施しました。その集計資料が完成しました
ので、一部をご紹介します。

【今年度、各団体が力を入れて取り組みたいと考えていること（回答数49件）】

■会員数について　　　　　　　　　　　　　　　■活動回数について

【現在の課題・問題点について（複数回答）】

会員数の減少、会員不足
活動がマンネリ化している
指導者不足
会員相互の情報交換の場が少ない
活動・例会などへの会員の出席率の低下
他団体との交流や情報交換の場が少ない
資金不足
活動場所が適当でない
その他

16
8

6

5

1

1

8

13

8

0　　　　　5　　　  　10　　　 　15　　　　 20（件数）

増やしたい
70％
（34件）

記入なし ８％
　　　（4件）

現状のままで
　　よい
22％（11件）

減らしたい 2％
　　　（1件）

増やしたい
31％
（15件）

現状のままで
　　よい
67％（33件）

市市民活動についての実態調査結果



だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

守守
谷
市
男
女
共
同
参
画

　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

守
谷
市
男
女
共
同
参
画

　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

2005年フォーラムの様子

日　　時 １／29（日）13 : 30～16 : 00
会　　場 北守谷公民館　多目的ホール

対　　象 市内在住・在勤・在学の方 
150名

内　　容

①「男女共同参画に関す
る標語」表彰式②朗読劇
「長いトンネル」花づな
③講演会「少子高齢社
会と家族」 講師：川

かわかみ

上
美
み ち こ

智子氏（茨城キリス
ト教大学教授）

申込方法

１／24（火）までに、電話・
FAX又は直接窓口で申
し込む
※ 保育ルームは申込時
に予約

申 込 ・
問 合 先

市役所くらしの支援課
男女共同参画Ｇ
内線132・133 　 45-6526

フォーラム日程表

※標語は市役所ホールに展示（2/1～17）
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国際交流員

リッヒターさんの

滞滞在記

国際交流員

大　寒

滞在記滞在記

　

関
東
の
冬
は
お
か
し
い
と
思

い
ま
す
。
雪
は
あ
ま
り
降
ら
な

い
で
、
平
均
気
温
は
３
〜
８
℃

く
ら
い
で
す
ね
。
ド
イ
ツ
は
、

こ
の
よ
う
な
天
気
で
春
が
も

う
す
ぐ
始
ま
り
、
人
々
は
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
に
行
く
気
持
ち
に
な

り
ま
す
よ
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で

は
、
厚
い
セ
ー
タ
ー
や
タ
イ
ツ

な
し
で
は
凍
死
し
て
し
ま
う
ほ

ど
で
す
。
先
輩
に
「
１
月
に
な

る
と
、
家
の
一
番
暖
か
い
所
は

冷
蔵
庫
な
の
よ
」
と
言
わ
れ
て

か
ら
、
１
月
を
ち
ょ
っ
と
恐
れ

て
い
ま
す
。
多
分
こ
の
よ
う
な

冬
は｢

海
気
候｣

の
特
徴
で
す
ね
。

気
温
は
低
く
な
い
の
に
、
寒
風

で
と
て
も
寒
い
で
す
。

　

し
か
し
、
日
本
の
冬
と
比
べ

る
と
、
ド
イ
ツ
の
冬
は
も
っ
と

寒
い
の
で
、
文
句
を
言
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
大
陸
気
候
で
気

温
が
低
く
、
雪
が
よ
く
降
り
ま

す
。
ド
イ
ツ
の
家
は
、
少
し
北

海
道
の
家
み
た
い
だ
と
聞
き
ま

し
た
。
壁
が
厚
く
て
、
ど
の
部

屋
に
も
暖
房
装
置
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
エ
ア
コ
ン
を

あ
ま
り
使
い
ま
せ
ん
。
普
通
は

１
〜
２
月
に
雪
が
一
番
多
い
で

す
が
、
今
年
の
冬
は
早
く
始
ま

り
ま
し
た
。
11
月
に
は
、
突
然

マ
イ
ナ
ス
15
℃
に
下
が
り
、
大

雪
が
降
っ
た
の
で
、
１
つ
の
州

で
２
日
間
停
電
が
あ
り
ま
し
た
。

　

冬
は
い
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
雪
休
」を
ご
存
知
で

す
か
。
高
校
生
の
と
き
に
、
私

は
小
さ
い
村
に
住
ん
で
い
て
、

毎
日
バ
ス
で
学
校
に
行
き
ま
し

た
。
バ
ス
が
雪
で
動
け
な
い

と
き
、
村
の
子
ど
も
は
、
学
校

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
と
共
に
、
男
女
共
同

参
画
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
家
族
の

あ
り
方
」
で
す
。
夫
婦
で
、
ご

家
族
で
、
お
友
達
で
…
。
こ
の

機
会
に
、
身
近
な
男
女
共
同
参

画
の
取
組
み
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

当
日
は
保
育
ル
ー
ム
を
設
け

ま
す
の
で
、
子
育
て
中
の
方
に

も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

か
ら
「
雪
休
」
を
も
ら
い
ま
す
。

本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

☆
１
月
の
一
番
好
き
な
も
の

　

カ
イ
ロ
で
す
！　

本
当
に
気

に
入
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

大
き
さ
も
あ
り
、
と
て
も
便
利

で
す
！　

ド
イ
ツ
に
は
カ
イ

ロ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ム
の
湯

た
ん
ぽ
を
使
い
ま
す
。

☆
北
極
の
小
人
？　

違
う
！

　

お
ば
あ
さ
ん
の
庭
で
遊
ん
で

い
る
３
歳
の
私
で
す
。

●
リ
ッ
ち
ゃ
ん
の
料
理
教
室

　

料
理
を
と
お
し
て
、
ド
イ
ツ

の
文
化
や
食
生
活
を
経
験
し
、

異
文
化
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？　

今
回
、
黒
い
森
の
料
理

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
８
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
１
時
▼
会
場　

高

野
公
民
館
調
理
室
▼
対
象　

市

内
在
住
・
在
勤
の
方
20
名
※
超

過
の
場
合
抽
選
▼
参
加
費　

１

０
０
０
円
程
度
▼
申
込
期
限　

１
月
25
日
（
水
）

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
活
動
支
援
Ｇ　

内
線
１
３
２
・
１
３
３
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市
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な

い
素
敵
な
自
然
観
察
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
冬
の
澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時　

1
月
29
日（
日
）午
前
9
時
40
分

〜
午
後
1
時
30
分
／
午
前
9
時
30
分
保

健
セ
ン
タ
ー
前
集
合
（
雨
天
中
止
）

▼ 

場
所　

守
谷
城じ
ょ
う

址し

公
園
〜
守
谷
小
学
校

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
〜
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
愛
宕
・
本
町
地
区
遊
歩
道
）〜
小
さ
な

鳥
の
資
料
館
な
ど
※
徒
歩
で
移
動

▼ 

対
象　

守
谷
小
学
校
及
び
黒
内
小
学
校

通
学
区
域
在
住
の
方
（
定
員
に
満
た
な

い
場
合
、
他
区
域
の
方
も
受
け
入
れ
）

▼ 

募
集
人
数　

25
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
講
師　

池い
け
だ田
昇
の
ぼ
る

氏（
黒
内
小
学
校
校
長
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
持
ち
物　

双
眼
鏡（
持
っ
て
い
る
方
）、弁
当

▼ 

申
込
方
法　

直
接
、
又
は
電
話
で
申
し

込
む

▼ 

申
込
締
切
り　

1
月
26
日（
木
）午
後
5
時

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

　

公
民
館
G　

内
線
２
７
４

郷州公民館　太巻き寿司作り教室
（11月29日）

中央公民館　マジック教室
　　　　　　（12月12日）

▼ 

日
時　

２
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

正
午

▼
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
健
康
増
進
室

▼
対
象　

市
内
在
住
の
成
人

▼
募
集
人
数　

50
名

▼ 

講
師　

渡わ
た
な
べ邊
雄ゆ
う
い
ち一
氏
（
前
聖
徳
大
学
附

　

属
聖
徳
高
等
学
校
校
長
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具

▼ 

申
込
方
法　

直
接
、又
は
電
話
で
申
し
込
む

▼ 
申
込
締
切
り　

１
月
31
日（
火
）午
後
５
時

▼ 
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

　

公
民
館
Ｇ　

内
線
２
７
４

▼ 

日
時　

２
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

▼
会
場　

大
野
地
区
公
民
館

▼ 

対
象　

大
野
小
学
校
通
学
区
域
在
住
の

　

 

成
人　

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

他
区
域
の
方
も
受
け
入
れ

▼
募
集
人
数　

20
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼ 

講
師　

長は
せ
が
わ

谷
川
登と

よ代
氏
（
生
き
生
き
ラ

イ
フ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
）

▼
参
加
費　

７
０
０
円
程
度（
材
料
費
）

▼ 

申
込
方
法　
直
接
、又
は
電
話
で
申
し
込
む

※ 

公
民
館
運
営
協
力
員
の
方
へ
の
申
込
み

も
可
能

▼ 

申
込
締
切
り　

１
月
31
日（
火
）午
後
５
時

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

　

公
民
館
Ｇ　

内
線
２
７
４

　

守
谷
市
美
術
作
家
展
は
、３
月
５
日（
日
）

〜
12
日（
日
）に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
美
術
展
期
間
中
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
出
品
者
と
の
交
流
の
場
を
提
供
し
、
併

せ
て
芸
術
・
美
術
へ
の
関
心
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、「
上
手
な
写
真
の
撮
り
方
教

室
」を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

内
容　

撮
影
の
基
本
（
構
図
の
と
り
方
、

被
写
体
の
選
び
方
な
ど
）、
撮
影
の
マ

ナ
ー
、
公
民
館
周
辺
の
撮
影
を
予
定

※ 

カ
メ
ラ
の
取
り
扱
い
方
法
の
学
習
で
は

あ
り
ま
せ
ん

▼ 

日
時　

３
月
５
日（
日
）午
前
９
時
30
分

〜
正
午

▼
会
場　

中
央
公
民
館
１
階
大
広
間

▼ 
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方（
年
齢

不
問
、お
子
さ
ん
は
保
護
者
同
伴
）

▼
募
集
人
数　

20
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼ 

講
師　

守
谷
市
美
術
作
家
展
写
真
部
門

　

出
品
者

▼
参
加
費　

無
料（
写
真
費
用
は
各
自
負
担
）

▼ 

持
ち
物　

撮
影
で
き
る
カ
メ
ラ
（
三
脚

を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

▼ 

申
込
方
法　

直
接
、
又
は
電
話
で
申
し
込
む

▼ 

申
込
締
切
り　

１
月
31
日（
火
）午
後
５
時

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
Ｇ　

内
線
２
７
３

大
野
地
区
公
民
館

男
の
腕
ま
く
り
料
理
教
室

守
谷
地
区
公
民
館

参
加
者
募
集
！

歴
史
講
座　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

や
さ
し
い
守
谷
の
歴
史

「
守
谷
」
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知
ろ
う
！

思
わ
ず
大
切
に
し
た
く
な
る
！

第
21
回
守
谷
市
美
術
作
家
展

第
21
回
守
谷
市
美
術
作
家
展

上
手
な
写
真
の
撮
り
方
教
室

上
手
な
写
真
の
撮
り
方
教
室

上
手
な
写
真
の
撮
り
方
教
室
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　　　　　　作　品　展
◆日　時　２月10日（金）正午～午後４時30分、11日（土）午前10時～午後４時30分
　　　　　　　12日（日）午前10時～午後３時
◆会　場　高野公民館 １階ロビー、集会室１・２、美術工芸室　　　　
◆内　容　トールペイント、編み物、絵手紙、フラワーアレンジメント、アートフラワー、
　　　　　パッチワーク、写真、ボールペン字
　　　　　　発　表　会
◆日　時　２月11日（土）・12日（日）午前10時30分～午後３時
◆会　場　高野公民館　１階多目的ホール
◆内　容　舞踊、ストレッチ体操、フルートアンサンブル、
　　　　　アンサンブルオーケストラ、合唱、フォークダンス、
　　　　　リズム体操、唱歌、ハーモニカ、社交ダンス、
　　　　　フラダンス、オカリナ、ギター、謡曲、朗読、太極拳
　　　　　　各種バザー
◆日　時　２月11日（土）・12日（日）午前10時～午後３時　※なくなり次第終了
◆会　場　高野公民館　駐車場
◆内　容　生花、花鉢、竹細工、焼きそば、お菓子（クッキー）、芋煮などの模擬店
※生花体験コーナー：２月11日（土）午前10時～午後３時

　　　　　　　　　　　　　　　
～定期サークルの方々による、年に一度の発表会です～
　　　　　　作　品　展
◆日　時　2月18日（土）～26日（日）※20日（月）は休館
　　　　　午前９時～午後５時　※18日は午後１時から、26日は午後３時まで
◆会　場　北守谷公民館 １階ロビー、２階各部屋
◆内　容　アートフラワー、油絵、絵手紙、かな習字、書、子どもの美術、写真、
　　　　　短歌、ちぎり絵、デッサン、トールペイント、ビーズ、和のキルトなど
　　　　　　発　表　会
◆日　時　２月25日（土）・26日（日）
　　　　　午前10時～午後３時
※両日の開幕前（午前９時30分～）に、玄関前で和太鼓の演技披露あり
◆会　場　北守谷公民館　２階多目的ホール
◆内　容　エアロビクス、オカリナ、合唱、コーラス、
　　　　　ハーモニカ、歌謡、空手、気功、少林寺拳法、
　　　　　フォークダンス、社交ダンス、舞踊、幼児親子体操、リトミック、和太鼓など
体験コーナー・模擬店
　　　◆美術体験コーナー：２月25日（土）・26日（日）午後１時～　１階プレイルーム
　　　◆模擬店（ケーキ、酒まんじゅう）：２月25日（土）午前10時30分～　玄関前
　　　◆模擬店（野菜、豚汁）：２月26日（日）午前10時30分～　玄関前
　　　◆お茶会：２月26日（日）午前11時～午後３時　１階和室、参加費300円
　　　※模擬店などは、なくなり次第終了

お出掛けください！お出掛けください！

★★ 第５回  北守谷公民館まつり ★★ 第５回  北守谷公民館まつり ★★ 第５回  北守谷公民館まつり ★

★★ 第８回  高野公民館まつり ★★ 第８回  高野公民館まつり ★

昨年の様子

問合先：高野公民館　☎45問合先：高野公民館　☎45--54115411

問合先：北守谷公民館　☎47問合先：北守谷公民館　☎47--01110111

昨年の様子
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俳　

壇  　

 

（
十
二
月
例
会
）

秋あ
き

の
虹に
じ

一ひ
と
や
ま山
越こ

え
て
海う
み

に
入い

る

 

下し
も
む
ら村
ア
サ
子こ

猫ね
こ

だ
つ
て
擦ず

り
寄よ

つ
て
来
る
時し
ぐ
れ雨
の
夜よ

 

田た
な
か中
政ま
さ

太た
ろ
う郎

工こ
う
じ
ば

事
場
の
穴あ
な

に
迂う
か
つ闊
や
秋あ
き

の
暮く
れ

 

千ち

ば葉
マ
サ
子こ

ど
つ
と
冬ふ
ゆ

幸し
あ
わせ
色い
ろ

の
花は
な

を
買か

ふ

 

栩と
ち
や
ま山　

　

登の
ぼ
る

潺せ
ん
せ
ん々

と
過す

ぐ
る
堰せ
き
み
ず水
小こ

六ろ
く
が
つ月

 

西に
し
が
き垣
太た

く

ま
久
馬

陽ひ

を
う
け
て
所し
ょ
さ作
こ
ま
ご
ま
と
一い
ち
よ
う
き

葉
忌

 

原は
ら
だ田　

春は
る
え枝

朱あ
か

い
糸い
と

褪あ

せ
て
も
切き

れ
ぬ
木こ

の
葉は
か
み髪

 

平ひ
ら
お尾
礼れ

い

こ
噫
子

木こ
が
ら
し枯
の
さ
び
し
き
駅え
き

の
夜よ

を
ゑ
ぐ
る

 

福ふ
く
だ田
一ひ

ろ

し
六
四

紅こ
う
よ
う葉
の
テ
レ
ビ
中
ち
ゅ
う
け
い継
高た
か
お
さ
ん

尾
山

 

古ふ
る
さ
わ澤　

房ふ
さ
こ子

退た
い
し
ょ
く
職
す
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
紅も
み
じ
が

葉
狩
り

 

古ふ
る
や谷　

幸ゆ
き
こ子

落お
ち
ぐ
り栗
が
ま
だ
居い
す
わ据
り
し
江え

ど戸
切き
り
こ子

 

堀ほ
り
う
ち内　

　

昭あ
き
ら

日ひ
だ
ま溜
り
の
切き
り
ぼ
し干
乾か
わ

く
峡き
ょ
うの
里さ
と

 

松ま
つ
う
ら浦
ゆ
き
江え

小こ
あ
ゆ鮎
群む

る
影か
げ

に
正た
だ

し
き
冬ふ
ゆ

の
水み
ず

 

諸も
ろ
ふ
じ藤
留る

み

こ
美
子

気き

づ付
か
ず
に
居い

る
幸
し
あ
わ
せや
枇び

わ杷
の
花は
な

 

安や
す
だ田　

政ま
さ
こ子

眼め

の
縁ふ
ち

の
皺し
わ

ば
か
り
見み

て
冬
ふ
ゆ
う
ら
ら麗

 

山や
ま
だ田
美み

え

こ
枝
子

清き
よ
こ子
さ
ま
「
苦く
ら
く楽
の
海う
み

へ
」
寿こ
と
ほぐ
日ひ

 

山や
ま
も
と本　

好よ
し
こ子

五ご
じ
ゅ
う重
の
塔と
う

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
菊き
く

ま
つ
り

 

青あ
お
き木　

松し
ょ
う
ふ
う風

年と
し
ご
と毎
に
過す

ぐ
る
日ひ

早は
や

し
大だ
い
こ根
干ほ

す

 

荒あ
ら
か
わ川　

す
ぎ

● 学びの里は、月曜日が祝日にあたる場合は、開
館し、翌日を休館日とします

 項　目 内　　　　　容

午前９時～午後９時（公民館は、午後
５時以降使用予定のない日は、午後５
時閉館。学びの里は、午後７時以降使
用予定のない日は、午後７時閉館）

公民館は、毎月第３月曜日。学びの里
は、毎週月曜日。そのほか臨時休館す
る場合があります

公民館各部屋……使用日の２か月前から
当日まで※午後５時以降のご利用は、２
日前（土・日曜日、祝日、休館日にあた
る場合は、直前の業務日）までに使用
許可を受けてください
中央公民館ホール……市内団体は、使
用日の４か月前から受付できますので、
申請はお早めにお願いします
学びの里各部屋……使用日の２か月前か
らで、当日受付は、平日のみ。土・
日・祝日及び午後７時以降のご利用は
３日前、宿泊でのご利用は５日前まで
に使用許可を受けてください

開館時間

休 館 日

使用許可
申請受付

午前９時30分～午後４時30分
公民館の
図 書 室
開室時間

公民館の
図 書 室
休 室 日

毎週月曜日以外に１月は、10日・31日
が休室。２月は、毎週月曜日以外に28
日が休室となります

● 郷州・高野・北守谷公民館では、月曜日から金
曜日の午前８時30分から午後５時まで諸証明の
発行を行っています（第３月曜日及び祝日は除く。）

※中央公民館 ☎48-6731　仮予約専用 48-6732
※郷州公民館 ☎48-6711　仮予約専用 48-6724
※高野公民館 ☎45-5411　仮予約専用 45-5419
※北守谷公民館 ☎47-0111　仮予約専用 48-2606
注）各公民館の電話による仮予約は、登録団体のみ可能
※もりや学びの里  ☎48-0525

利用受付：市役所くらしの支援課 ☎45-1111 内線134

 項　目 内　　　　　容



「赤ちゃんの本」コーナーご案内「赤ちゃんの本」コーナーご案内　～赤ちゃんに心の栄養を～～赤ちゃんに心の栄養を～

中央図書館臨時休館のお知らせ
　守谷ハーフマラソン開催のため、中央図書館は下記のとおり臨時休館します。
　なお、各公民館図書室は、通常どおり開館します。
　当日は、大会終了後も中央図書館周辺は車両などで混雑することが予想されます。ご迷惑をお掛け
しますが、ご理解とご協力をお願いします。

●臨時休館日時
２月５日（日）午前10時～午後２時

※午後２時から６時までは開館します

「赤ちゃんの本」コーナーご案内　～赤ちゃんに心の栄養を～
　中央図書館の１階児童フロアに、「赤ちゃんの本」コーナーがあるのをご存知ですか？
　赤ちゃんに直接語りかけられる言葉は、心の栄養となり、言語を習得していく上でも大きな影響を
与えます。
　ほかにも絵本の読み聞かせには、「集中力がつく」、「社会性が発達する」、「右脳と左脳を同時
に活性化することで脳の発達を促進する」などの効果が報告されています。しかし、何よりも保護者
の方と赤ちゃんとの愛を深めるのにとても効果的なのです。
　優れた絵本は、美しい画とことばの宝庫であり、子どもから大人までだれもが楽しめるものです。
赤ちゃんとともに絵本の世界を楽しみ、お互いの愛情を感じる充実した時間を過ごしてみてはいかが
でしょうか。
　「赤ちゃんの本」コーナーの絵本は、ほかの本と同様に借りることができます。どうぞご利用く
ださい。
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としょかんへいこう！

◆資料の検索はホームページから（パスワード登録で予約も可能）　　　　　　　　
　パソコンhttp://www.lib.moriya.ibaraki.jp　　　携帯電話http://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp

１月の児童テーマ棚
「 わらう 」

新しく入った本
　　　　　　　※詳しくは各館に備え付けの新着資料リストをご覧ください。
　　　　　　　　図書館のホームページからもご覧になれます

書　　　　　名 著　者　名 出 版 社 所蔵館 ジャンル

ＩＱ漢字頭脳にチャレンジ！ IQ選定・開発研究会 青春出版社 図 漢字

おまかせしない医療 神崎　　仁 慶応義塾大学出版会 図 医療

新カゼに勝つ本 臼田　篤伸 風塵社 図 風邪

乗り物を修理する本 ―― 地球丸 図 修理

アンパンマンとあおいなみだ やなせたかし フレーベル館 図・高 絵本（児童書）
所蔵館の説明　図：中央図書館　高：高野公民館

1・2月の  
休 館 日： 毎週月曜日、1/10（火）、1/31（火）、2/28（火）

　　　　
  
開館時間： 中央図書館　午前10時～午後６時（※木曜日は、午後１時～６時）

  各公民館図書室　午前９時30分～午後４時30分
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環境美化の日（12／４　市内）

一人ひとりが心掛けよう
　年３回の環境美化の日には、地域の方々が協力
し合い、道路や公園などに捨てられたごみ拾いな
どの清掃活動を実施（写真は、みずき野町内会の
様子）。
　今年も、一人ひとりが自分のまちに愛着を持ち、
自らの手できれいにする心掛けを忘れずに…。

交通安全街頭キャンペーン（12／２　立沢）

年末の交通事故防止県民運動
　交通事故が多発する年末にさきがけ、警察署
や交通安全協会、交通指導隊、交通安全母の会
が協力して、交通安全街頭キャンペーンを行った。
　安心して新年を迎えられるよう、交差点で信
号待ちするドライバー一人ひとりに安全運転を
呼び掛けた。

手打ちそば教室（12／３　北守谷公民館）

自分で打ったそばで年越しを！
　「年越しにはそば」という方も多いのでは？
　北守谷公民館では、年越しそばを自分で打っ
て楽しんでもらおうと、手打ちそば教室を開催。
　参加者たちは、「今年こそ手打ちそばで新年
を迎えよう」と、熱心にそば打ちを習っていた。



広報もりや2005.10.1025

アーカスプロジェクト2005・キッズデイ

（12／６　アーカススタジオ）

アーティストとの楽しい交流
　アーカスプロジェクトで招聘されたアーティス
ト５名の成果発表会が、もりや学びの里内「アー
カススタジオ」で開催された。
　キッズデイでは、郷州・高野小学校の５年生が
スタジオを訪問し、アーティストと交流しながら
作品を鑑賞。最後には、サインや握手を求めるな
ど、アーティストとの交流を楽しむ姿が見られた。

　

防災・防犯講座（12／７～８　中央公民館）

防災・防犯意識を高く持つ
　いざというときに、適切な行動がとれるよう、
２日間にわたって防災・防犯講座が開講された。
　参加者たちは、初日に「火事・地震の対応など」
をテーマに守谷消防署員から防災についてを、２
日目は「犯罪の発生状況とその対応策」を守谷地
区交番署員から熱心に学んでいた。

人権週間街頭キャンペーン（12／７　市内）

人権について皆で考えよう
　人権週間に合わせ、人権意識の啓発を推進する
ため「人権週間街頭キャンペーン」が、市内各所
で実施された。
　守谷駅では、愛宕中学校の生徒たちが啓発グッ
ズを配布しながら、行き交う人々に人権の大切さ
を訴えた。

　
秋季火災予防パレード（12／11　市内）

あなたです　火のあるくらしの　見はり役
　空気が乾燥し、火災が発生しやすい気候となる
この時期に合わせ、消防車などが市内をパレード
しながら、地域の方々に火災予防を呼び掛けた。
　また、パレードに併せて、万一火災が発生した
ときに備え、消防団の各分団ごとに機械器具点検
を行った。
　皆さんも、火の元には十分注意しましょう。



■ 投稿方法　携帯電話で写真を撮り、市
役所携帯電話サイト「モバイルもり
や！」の「投稿ひろば」から投稿する

■問 合 先　市役所秘書課　内線323
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み ん な の ひ ろ ば

♪
家
の
ス
ー
パ
ー
ア
イ
ド
ル

男
の
子
、
喜
び
１
０
０
倍
で
し
た
。

♪
初
め
て
の
お
す
わ
り

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
で
す
。

♪
お
い
し
〜
い
！

ど
ん
な
に
機
嫌
が
悪
く
て
も
、

お
い
し
い
も
の
を
見
つ
け
た
ら
、

顔
が
ほ
こ
ろ
ん
じ
ゃ
い
ま
す
！

♪
似
合
う
？

小
学
１
年
の
お
姉
ち
ゃ
ん
が
、

か
ぶ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
優
し

い
お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
。

P.N
４女１男ママさん
（松ケ丘４）

P.N
金丸和佳奈さん
（薬師台１）

P.N
ままなつさん
（愛宕）

P.N
ちびちび怪獣さん
（ひがし野１）

♪
ち
ょ
ー
た
の
し

わ
ん
ぱ
く
ぼ
ー
ず
！

♪
男
の
子
だ
よ
！

11
月
で
１
歳
に
な
り
ま
し
た
。

♪
ゴ
ク
ゴ
ク

や
っ
と
自
分
で
持
っ
て
飲
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

♪
今
話
題
の
…

巷
で
話
題
の
『
ど
根
性
野
菜
』

で
す
が
、
と
う
と
う
守
谷
市
内

で
発
見
！
『
ど
根
性
プ
チ
ト
マ

ト
』
で
す
。

P.N
ジャビットさん
（ひがし野１）

P.N
Kaoriさん
（けやき台５）

P.N
まりりんさん
（けやき台２）

P.N
どんぐりさん
（松ケ丘６）

稿ひろろば稿ひろろば
http://www.city.moriya.ibaraki.jp/i/hiroba
投稿ひろば

　12月４日、守谷消防署では、AED取扱いを含む市
民向けの救命講習会が開催されました。
　AED（自動対外式除細動器）の使用は、今まで
医療従事者や救急救命士のみでしたが、現在は、救
急の現場に居合わせた市民の方も使用可能になりま
した。参加した市民の方々は、AEDの取扱いや心肺
蘇
そせい

生法などを、熱心に取り組んでいました。
　なお、市では、AEDを各公共施設や小中学校に、
またスポーツ大会や各種行事の貸出し用として合計
23台を配備します。
さらに、迅速・適切
な除細動を行うた
め、市及び学校職
員にAED取扱いを
含む普通救命講習
会を実施しています。

救命講習会でAEDの取扱いを学ぶ救命講習会でAEDの取扱いを学ぶ守谷ハーフマラソン代表選手

ＮＡＨＡマラソンで男女共に優勝！

　12月４日、沖縄県那覇市で開催された「第21
回ＮＡＨＡマラソン」に、守谷ハーフマラソン
代表選手５名が参加。
岩佐正則さんと小池瞳
さんが優勝を飾ったほ
か、３名の方も素晴ら
しい成績を残しました。

‼

選 手 氏 名 総合順位 記　録

岩
いわさ

佐正
まさのり

則（国際武道大学） １位 2:29:23

小
こい け

池瞳
ひとみ

（新潟アルビレッ
クスＲＣ）

21位
※女子総合１位 2:48:24

奥
おくむら

村達
たつ や

也（松前台６） 90位 3:01:09

野
のざ き

崎由
ゆ み こ

美子（みずき野８） 797位
※女子総合36位 3:39:21

加
か せ

瀬裕
ひろ み

巳（久保ケ丘４） 92位 3:01:20



ちちょっといい緑　み～つけたちょっといい緑　み～つけた

福岡県

長崎県

鹿児島県

宮崎県

大
分
県

熊本市

熊
本
県
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　城址公園にある池の北側に隣接して、守
谷沼があります。30年くらい前、古老に聞
いた話では、「田んぼに整備される以前は、
水路が数多くあり、魚や貝を採って食べて
いた」とのことでした。
　守谷沼には、浚

しゅんせつ

渫工事以前は蓮が生い茂
り、花のころにはほのかな香りが漂ってい
ました。　　　　　　　　　（ヴェルデ）

守谷沼（古城沼）

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
熊
本
市

は
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
熊

本
城
や
水
前
寺
公
園
な
ど
が
あ

り
、
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
内
陸
性
気
候

の
た
め
、
寒
暑
の
差
が
大
き
い

の
が
特
徴
で
す
。

　

水
前
寺
公
園
は
、
細
川
御
歴

代
を
祀ま

つ

る
出
水
神
社
の
敷
地
内

に
お
お
よ
そ
３
６
０
年
前
に
造

ら
れ
、
阿
蘇
の
湧
水
で
造
ら
れ

た
池
を
中
心
に
、
東
海
道
五
十

三
次
を
模
っ
た
見
事
な
庭
園
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
眺
め
は
何
度

観
て
も
絶
景
で
す
。
ま
た
、
水

も
豊
富
で
、
人
口
67
万
人
の
熊

本
市
の
上
水
道
を
流
れ
る
水
も
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
地
下
水
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
園
内
に
湧

き
出
る
水
は
、
江
津
湖
と
い
う

湖
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
私
は
、

そ
の
江
津
湖
の
近
く
に
住
ん
で

い
た
の
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

よ
く
そ
こ
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

姉
と
一
緒
に
彼
岸
花
を
摘
ん
だ

り
、
父
や
近
所
の
友
達
と
魚
採

り
や
カ
ニ
釣
り
を
し
て
、
湖
岸

で
カ
ニ
を
茹ゆ

で
て
、
食
べ
た
り

も
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
熊
本
市
内
に
は
、

今
で
も
市
電
（
路
面
電
車
）

が
走
っ
て
い
ま
す
。
私
も
当

時
、
こ
の
市
電
を
利
用
し
、
高

校
、
職
場
へ
と
通
っ
て
い
ま
し

た
。
家
か
ら
「
健
軍
」
と
い
う

市
電
の
停
留
所
ま
で
は
、
市
内

で
も
有
名
な
商
店
街
で
、
夏
に

は
夜
市（
い
ろ
い
ろ
な
屋
台
が

出
る
）が
あ
り
、
近
く
の
公
園

で
は
、
盆
踊
り
、
星
空
映
画
会

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く

さ
ん
行
わ
れ
、
浴
衣
を
着
て
よ

く
出
掛
け
た
こ
と
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
49
年
、
結
婚
の
た
め
横

浜
市
に
移
り
住
み
、
昭
和
56
年

に
守
谷
市
に
越
し
て
き
て
以
来
、

24
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
８

月
24
日
、
待
望
の
「
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
」
が
開
通
し
、
人

の
流
れ
や
街
並
み
が
一
変
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
、

守
谷
市
に
は
自
然
が
残
る
、
緑

と
水
に
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い

街
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
熊
本

市
も
好
き
で
す
が
、
一
番
長
く

住
ん
で
い
る
、
こ
の
守
谷
を
自

分
の
第
２
の
「
ふ
る
さ
と
」
と

し
て
愛
し
、
成
長
続
け
る
こ
の

街
を
大
切
に
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

芝
しばた

田久
く み こ

美子さん
（さつき台）

ふるさと自慢

リレーインタビューリレーインタビューリレーインタビュー

豊かな緑と水に恵まれた閑静なまち「熊本県熊本市」

　12月11日、ＴＸ沿線全駅を歩いてつなぐTX
開業記念ウォーク第３回大会が開催されました。
守谷駅を出発した参加者420名は、柏たなか駅ま
での約12㎞を無事に完歩。発展を遂げる駅周辺
や、のどかな田園風景を楽しみながら歩きました。
☆開催予定　１月29日（日）柏たなか～三郷中央
（約16㎞）／２月５日（日）三郷中央～秋葉原（約16㎞）
▶問合先　茨城県ウォーキング協会事務局
　　　　　☎029-251-3246

ＴＸ開業記念ウォーク第３回大会ＴＸ開業記念ウォーク第３回大会

守谷駅～柏たなか駅間を完歩！
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１月の納期
• 市民税・県民税……………４期
• 国民健康保険税……………８期
• 下水道受益者負担金………４期
• 上下水道使用料……11・12月分

粗大ごみ収集日

守谷市の事故発生状況
（12月1～20日）

　　　発生件数　　32件
　　　死 者 数　　 0人
　　　負傷者数　　42人

人口と世帯数
平成17年12月21日現在

前月比

  昨年同月人口 52,907人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://www.city.moriya.ibaraki.jp/i

  ◆主な内容◆
•相談窓口案内
•ポケット防災ガイド
•図書館蔵書検索
• バス時刻表
• 鉄道時刻表
•スポーツ施設予約

２
０
０
６
年
１
月
10
日
発
行　

広
報
も
り
や
第
４
９
９
号

※
こ
の
広
報
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

 申 込 日  収 集 日
 1/10 ～ 1/13 1/25 
 1/23 ～  1/27 2 / 8
 2 / 6 ～  2/10 2/22

世　帯
人　口
　男
　女

18,724戸
53,999人
27,270人
26,729人

（＋  55戸）
（＋119人）
（＋  59人）
（＋  60人）

２月のし尿収集日
 日 区　　　分
 1 2 3 大井沢地区
 6 7 8 大野地区
 10 13 14 高野、乙子、南守谷地区
 16 17 － 原、原本町、北園
 20 21 － 小山、奥山新田、奥山本田、
 22 23 － 辰新田、同地、赤法花

　

市
で
は
、
地
元
産
業
の
振
興

と
広
告
料
収
入
に
よ
る
財
源
確

保
の
た
め
、
広
報
も
り
や
４
月

10
日
号
か
ら
有
料
広
告
を
掲
載

し
ま
す
。

　

広
報
紙
は
、
市
民
の
方
へ
は

も
ち
ろ
ん
、
各
公
民
館
や
市

内
金
融
機
関
・
駅
な
ど
に
も
配

布
さ
れ
る
た
め
、
会
社
や
お
店

の
広
告
に
最
適
で
す
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
告
知
や
人
材
募
集
な
ど

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
広
告
掲
載
に
関
す
る

「
広
報
も
り
や
広
告
掲
載
取
扱

要
綱
」は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
ら
れ
ま
す
。

▼
対
象

　

 

市
内
に
住
所
を
有
す
る（
出
店

予
定
含
む
）事
業
所
・
店
舗
な
ど

▼
掲
載
号

　

４
〜
９
月
の
10
日
発
行
号

▼
掲
載
箇
所

　

「
情
報
ひ
ろ
ば
」
の
最
下
段

▼
募
集
数

　

１
号
当
た
り
半
枠
で
６
件

※ 

超
過
の
場
合
抽
選
。
連
続
掲

載
は
最
大
６
回
ま
で
可

▼
広
告
原
稿

• 

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
な
ど
で
作

成
し
た
デ
ー
タ（
Ｃ
Ｄ
又
は
Ｆ

Ｄ
で
提
出
）

　

 

申
請
書
（
申
込
先
、
市
役
所

総
合
案
内
、
中
央
・
高
野
・

郷
州
・
北
守
谷
の
各
公
民

館
、
仲
町
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
文
化
会
館
に
用
意
、

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
広
告
原
稿
デ

　

 

ー
タ
を
添
え
て
、
２
月
24
日

（
金
）必
着
で
郵
送
又
は
直
接

窓
口
で
申
し
込
む

広報もりやに
　広告を掲載しませんか？

広報もりやに
　広告を掲載しませんか？

広報もりやに
　広告を掲載しませんか？
●申込・問合先
　市役所秘書課秘書・広報G　内線323

広報もりやに
広告を掲載しませんか？

❖広告料及びサイズ❖

※ 広告料は、申込時ではなく、
後日送付される納付書でお支
払ください

広告料 広告サイズ

半枠 15,000円 縦45mm×横85mm
全枠 30,000円 縦45mm×横175mm

28

• 

２
色
刷
り
（
４
〜
５
月
は
緑
、

６
〜
８
月
は
青
、
９
月
は
橙
）

※
原
稿
は
返
却
し
な
い

※ 

次
の
①
〜
⑥
に
該
当
す
る
も

の
は
掲
載
不
可

① 

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
第
２
条
に
規
定
す
る
営
業

に
係
る
広
告

② 

政
治
活
動
・
宗
教
活
動
・
意

見
広
告
又
は
個
人
の
宣
伝
に

係
る
広
告

③ 

公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善

良
の
風
俗
を
害
す
る
恐
れ
が

あ
る
広
告

④ 

詐
欺
的
、
そ
の
他
正
当
な
取

引
と
は
認
め
ら
れ
な
い
取
引

の
広
告

⑤
賃
金
業
に
関
す
る
広
告

⑥ 

そ
の
他
、
市
長
が
適
当
で
な

い
と
認
め
る
も
の

▼
申
込
方
法


